
住
み

た
い

　住
ん

で
よ

か
っ

た
　魅

力
い

っ
ぱ

い
　元

気
な

浜
田

～
　豊

か
な

自
然

、
温

か
い

人
情

、
人

の
絆

を
大

切
に

す
る

ま
ち

　～
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追
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落
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風
景

日
本

遺
産

「
北

前
船

寄
港

地
」

外
ノ

浦
 の

風
景

今
も

残
る

江
戸

時
代

の
歴
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１
．
外
ノ
浦
の
町
並
み

深
い
入
り
江
に
沿
っ
て
船
主
集
落
が
展
開
す
る
北
前
船
の
風
待
ち
港
。
北
前

船
と
の
売
買
や
水
補
給
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
．
日ひ

よ
り
や
ま
ほ
う
が
く
い
し

和
山
方
角
石

北
前
船
の
船
乗
り
た
ち
が
出
港
前

に
日
和
を
見
た
場
所
。
方
角
石
で
風

向
き
や
潮
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し

た
。

３
．
自と

う
が
ね
う
ら
よ
り
な
が
は
ま
う
ら
に
い
た
る
か
い
が
ん
え
ず

唐
鐘
浦
至
長
浜
浦
海
岸
絵
図

北
前
船
と
関
係
し
た
廻
船
問
屋
・

米
屋
が
、
出
入
り
す
る
諸
国
の
船
や

停
泊
場
所
を
描
か
せ
た
絵
図
で
す
。

４
．
諸し

ょ
こ
く
お
ん
き
ゃ
く
せ
ん
ち
ょ
う

国
御
客
船
帳

北
前
船
の
廻
船
問
屋
は
、
出
入
り

し
た
船
を
国
別
、
地
域
別
に
整
理
し
、

船
形
（
彩
色
）
や
積
荷
・
揚
荷
な
ど

を
記
し
て
顧
客
名
簿
と
し
ま
し
た
。

風待ちに適した外ノ浦の入り江

（参考）　会津屋（今津屋）八右衛門頌徳碑

（参考）　金刀比羅神社

外
ノ
浦
は
、
北
前
船
西
廻
り
航
路
の
風
待
ち
港

・
瀬
戸
内
方
面
へ
の
中
継
点
と
し
て
栄
え
た
、
江

戸
時
代
の
浜
田
藩
に
お
け
る
最
大
の
貿
易
港
で
す
。

山
に
抱
か
れ
た
わ
ず
か
な
平
地
に
廻
船
問
屋
を

は
じ
め
と
し
た
小
規
模
な
集
落
が
構
成
さ
れ
、
当

時
か
ら
変
わ
る
こ
と
の
な
い
風
景
は
、
北
前
船
寄

港
地
と
し
て
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
良
港
の
面
影
を
残
す
風
景
が
高
く
評
価

さ
れ
、
今
回
、
日
本
遺
産
に
追
加
認
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

外
ノ
浦
の
特
徴

構
成
文
化
財

西山窯業（登り窯跡） 井戸伝承地

田野尻（津和野藩蔵屋敷推定地）

金刀比羅神社

イボ地蔵堂
（井戸伝承地）

会津屋八右衛門頌徳碑

板場

日和山方角石

外ノ浦遠見番所

外ノ浦番所
（石垣跡）

遠見燈明堂
（灯台）

西山窯業（登り窯跡）

田野尻（津和野藩蔵屋敷推定地）

金刀比羅神社

イボ地蔵堂

会津屋八右衛門頌徳碑

日和山方角石

板場

外ノ浦遠見番所

外ノ浦番所
（灯台）

（楫ヶ瀬孝さん所蔵）

（楫ヶ瀬孝さん所蔵）

日
本
遺
産
に
追
加
認
定

問
合
せ　

　

観
光
交
流
課
観
光
企
画
係

　

☎
�
９
５
３
０

北
前
船
日
本
遺
産

日
本
遺
産
と
は

外
ノ
浦
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

「
わ
が
街・再
発
見
」

「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が

紡
い
だ
異
空
間
～
北
前
船
寄
港
地
・

船
主
集
落
～
」
は
、
北
前
船
の
寄
港

地
に
よ
る
日
本
遺
産
で
、
江
戸
時
代

初
期
に
中
心
的
な
航
路
と
な
っ
て
い

た
北
海
道
～
敦
賀
間
の
寄
港
地
11
自

治
体
で
当
初
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
、
浜
田
市
を
含
め
た
敦
賀
以
西

の
自
治
体
と
平
成
29
年
度
に
申
請
を

見
送
っ
た
自
治
体
の
計
27
自
治
体
が

追
加
認
定
さ
れ
、
38
自
治
体
に
ま
た

が
る
広
域
的
な
日
本
遺
産
に
な
っ
て

い
ま
す
。

日
本
遺
産
は
、
地
域
で
受
け
継
が

れ
て
い
る
伝
承
、
風
習
な
ど
を
踏
ま

え
た
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を
ス

ト
ー
リ
ー
で
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
観

光
資
源
と
し
て
の
活
用
及
び
地
域
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

文
化
庁
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

外
ノ
浦
の
町
並
み
を
散
策
す
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
は
ま
だ
今

月
号
Ｐ
27
、
ま
ち
か
ど
伝
言
板
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
写
真
】
外
ノ
浦
の
町
並
み
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　　自動で貸出し・返却できます
中央図書館と三隅図書館には、自動で本の貸出し手続ができる

システムがあります。本の好みなど、人目を気にせずに貸出しが
受けられると好評です。

自動貸出機

自動返却機

　　自動で貸出し

　
皆
さ
ん
は
、
図
書
館
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
浜
田
市
に
は
、
各
自
治
区
に
一
つ
ず
つ
図
書
館
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
図
書
館
か
ら
遠
い
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
移
動
図
書
館
が
地
域
を
巡
回

し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
に
開
館
し
た
中
央
図
書
館
と
三
隅
図
書
館
が
開
館
５

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
図
書
館
の
便
利
な
機
能

や
取
組
に
つ
い
て
、
改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
情
報
技
術
が
発
達
し
た
現
代
、
調
べ
も
の
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
人
は

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
図
書
館
が
持
っ
て
い
る
情
報
の
質
と

量
は
、
今
日
に
お
い
て
な
お
、
輝
き
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
お
越
し
く
だ
さ
い
「
知
の
宝
庫
」
へ 

…

図書館の代表的な機能は「資料の閲覧」、つまり、館内に並べ
てある図書や新聞、雑誌など、自由に手に取って読むことができ
ることです。公共図書館の資料は、基本的にどなたでもご覧いた
だけます。中央図書館では、すぐに手に取れる本の数が約11万冊
あるほか、新聞は12紙、雑誌は148誌を揃え、毎日たくさんの人
にご利用いただいています。

　　たくさんの人が利用しています

そしてもう一つの機能が「資料の貸出し」です。浜田市立図書
館では、上限を10冊として、２週間ご自宅などで読んでいただけ
るサービスを行っています。

貸出しには利用者カードが必要です。まだカードを持っていな
い人は、身分証明書になるものをお持ちいただければ、各図書館
で作成ができます。

32席の学習コーナー

明るい窓辺の閲覧席

中央図書館には自動返却機も設置しています。週末には、小さ
なお子さんが目を輝かせて「ボクが本を返すの！」と返却作業を
がんばっている姿がよく見られます。

２

い
こ
う
や
ぁ
～
、

と
し
ょ
か
ん― 中央図書館・三隅図書館は 　 今年、開館　　　周年です ―

１

― 中央図書館・三隅図書館は 　 今年、開館　　　周年です ―― 中央図書館・三隅図書館は 　 今年、開館　　　周年です ―― 中央図書館・三隅図書館は 　 今年、開館　　　周年です ―
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図書館では、毎週様々なイベントを行っています。
本に触れあったばかりの小さな子どもとその保護者

に人気なのが毎週土曜日の「おはなし会」です。ボラ
ンティアの皆さんによる本の読み聞かせや紙芝居、楽
しい手遊びなどが人気です。このほか子ども向け・大
人向けの映画会や、各種朗読の会なども開催していま
す。

館外でもイベントを展開しており、昭和47年から続
く「子ども読書会」はその代表的な取組です。今年度
は浜田・国府・長浜・周布の各ブロックで小学校の中・
高学年を対象に読書会を毎月開催していますが、最近
は、ブロック外から参加される熱心な人も増えていま
す。

移動図書館「ラブック号」をご存知ですか？平成19年に配備し
たこの車は、図書館から比較的遠い地域を対象に、毎月７つのコー
スを巡回しています。

移動図書館で貸出しを受けた本の返却期限は、次回巡回時まで
となっています。別の図書館で借りた本の返却を行うこともでき
ます。

かつての浜田図書館は、貴重な蔵書を豊富に有する
一方、敷地が狭く駐車場が不十分だったため、利用者
からの環境改善を求める声はとても大きなものでし
た。中央図書館は、こうした声をふまえてできた施設
です。

県内でも屈指の施設と蔵書を有するこの図書館が有
効に活

い

かされ、明るいまちづくりの拠点として積極的
に活用してもらえるよう、皆さんのご来館を図書館職
員一同心からお待ちしています。

　　様々なイベントを行っています

　　移動図書館「ラブック号」

　　ご来館をお待ちしています

児童の皆さんに大人気のラブック号

中央図書館の職員の皆さん

車内にも本がいっぱい

問合せ　
　生涯学習課図書館係　☎�０４８０

巡回先の小学校では、ラブック号の巡回を心待ちにしている児
童の皆さんの出迎えを受けます。はるばる運ばれてきた本の味わ
いは、一味違うのかも・・・

毎週土曜日の「おはなし会」

http://www.library.city.hamada.shimane.jp/

浜田市立図書館には全館で25万冊に上る資料があり
ますが、それらは全てコンピューターに登録されてい
ます。このデータベースにアクセスして、お好みの資
料を検索することができる機械が「図書検索機」です。
キーワード検索を通じて、目的の本以外にも、関連す
る本のタイトルに出会えることがあるのも図書館の醍
醐味と言えるでしょう。なお、検索した本が貸出し中
の場合は、検索機から予約を入れることができます。

図書館のホームページにいろいろな機能があること
をご存知ですか？図書館からのお知らせを見ることが
できるほか、所蔵している本の検索や予約、自分が借
りている本の期限延長などの操作もホームページから
できます。

また、お手持ちのスマートフォンやパソコンから閲
覧できる「電子書籍」も、図書館ホームページから借
りることができ、２週間で自動的に返却されます。こ
れは図書の貸出し上限の10冊とは別に楽しんでいただ
くことができます。

これらのホームページ上でのサービスには、利用者
カードの発行のほか、専用のパスワードを設定する必
要があります。パスワードの発行手続や、設定したパ
スワードを忘れた場合の再発行は、図書館窓口で受け
付けていますのでご相談ください。

公共図書館に所蔵されている資料は、人気作品を中心に、日本
全国おおむね共通したラインナップであると言えますが、「その
館ならでは」のコーナーが図書館にはあります。

その一つが「郷土資料コーナー」です。浜田市を中心に、近隣
自治体や島根県に関する資料が重々しく並んでいるこの一角は、
インターネットではたどり着けない貴重な情報の宝庫です。

　　簡単に本を探せます

　　ホームページが便利です

　　郷土資料や雑誌・新聞も充実

図書検索機「O
オ パ ッ ク

PAC」

浜田市立図書館ホームページ

新聞・雑誌コーナー

豊富な郷土資料コーナー

中央図書館の郷土資料コーナーでは、郷土史などを研究する人
の利用がよく見られるほか、過去の地方新聞なども多数閲覧され
ています。

中央図書館は雑誌も豊富に揃えています。時事問題・政治経済
などを扱う「硬派」なものから、趣味や実用、レジャーに特化し
た心躍る人気雑誌までがひしめく雑誌コーナーは、館内でもっと
も人気の集まるスポットになっています。

　　移動図書館「ラブック号」 　　ホームページが便利です

　　ご来館をお待ちしています 　　郷土資料や雑誌・新聞も充実

７

　　６

　　ご来館をお待ちしています★

　生涯学習課図書館係　☎�０４８０

　　簡単に本を探せます３

５

４
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全国大会出場
おめでとうございます

　浜田の海の幸・山の幸などの特産品や伝統工
芸品など、多数取りそろえて紹介していますの
で、お中元などにぜひご利用ください。
「はまおく」市内配布場所

浜田市役所・各支所並びに各公民館など
※　はまおくホームページからもご覧いただけ

ます。
http://hamaoku.net/

問合せ
産業振興課産業振興係　☎�９５０２

　全国大会への出場報告のため市役所
を訪問された皆さんをご紹介します。

チーム「ＳＩＮ」の皆さん

燃やせないごみに混入しているものの例 

　４月１日からごみの分別方法が変わり、
　マークのないプラスチック類は燃やせる
ごみになりました。
　燃やせないごみ袋の中に　マークのない
プラスチック製品の混入が多く見受けられ
ますので、皆さんのご理解とご協力をお願
いします。

問合せ　
　環境課リサイクル推進係　☎�９４３０

これらは全て燃やせるごみです。

ＣＤ・ビデオテープ

レジ袋
ポリタンク

プラスチックのバケツ

ボールペン

５月23日㈬、イタリア船籍のクルーズ船「コスタ・ネ
オロマンチカ」が浜田港福井埠頭に寄港しました。浜田
港に外国船籍のクルーズ船が寄港するのは初めてのこと
です。

入港を祝う船内セレモニーでは、市長をはじめとした
関係者が、ソクラティス・スクラヴォス船長ほか乗組員
の皆さんに石見神楽の面など記念品を贈り歓迎しました。

また、しまねお魚センター周辺に、島根県の特産品の
販売店や石州和紙の手すき体験コーナーなどを設置し、
乗客や乗組員をもてなしました。

問合せ
　浜田港振興会　☎�７７３３

出港の際は、市民の皆さ
んがかけつけ、浜田高校吹
奏楽部による演奏でお見送
りをしました。

ギフト情報誌「はまおく」をご活用ください

全日本インディアカトーナメント
（千葉県：６月９日）

燃やせないごみは、
金属類・陶器類・ガラス類・電気製品のみです

４月１日からごみの分別方法が変わりました

　マークのないプラスチック製品は、
燃やせるごみとして出してください

コスタ・ネオロマンチカは、７月８日㈰、10月10日㈬にも寄港する予定
です。出港の際には、福井埠頭からお見送りすることができます。ぜひお
出かけください。

７月８日㈰
再び寄港予定

お見送りができます

イタリア船籍「コスタ・ネオロマンチカ」
外国客船 浜田に初寄港

※　詳しくは、広報はまだ今月号Ｐ26
　まちかど伝言板をご覧ください。



市長日記 （平成30年５月）元気な浜田をつくります

10広報はまだ：平成30年７月号11

♥Town Topics

広報はまだ：平成30年７月号
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浜田市高齢者クラブ連合会総会に出席し
ました（５月16日）

ブータン王国との交流活動に対し、自治
体国際交流表彰総務大臣賞を受けました
（５月18日）

浜田芸術文化のまちづくり推進協会より、
「夢街道『浜田城…江戸から明治へのみち』」
のパンフレットの寄贈を受けました（５月23日）

国際ソロプチミスト浜田より、チャリ
ティーゴルフ大会の収益で購入した卓球
台の寄贈を受けました（５月７日）

民生委員・児童委員の日活動強化週間の
懸垂幕掲揚式に出席しました（５月12日）

江戸時代の測量家伊能忠敬を先祖が支援
したとして、感謝状を贈呈された斎藤昭
さんより報告を受けました（５月14日）

「食」産業によるまち起こし研究会シン
ポジウムに出席しました（５月12日）

浜田市文化協会総会に出席しました（５月12日）

浜田商工会議所と石央商工会に「浜田事
業承継サポート窓口」が設置されました
（５月25日）

中小企業の後継者などを対象とした「後
継者よ、頑張ろう」フォーラムに出席し
ました（５月26日）

浜田市保育連盟総会に出席しました
（５月26日）浜田市出身で浜田医

療センターの若手医

師である張優美さん
と沖田聡司さんが表

敬訪問されました（
５月25日）

田んぼアート「今年の干支の犬」が完成

火災を出さないように気をつけて

福祉部会の店舗「おいしいドーナツはいかが」

仲間にバトンをつなぐため力いっぱい走る児童たち

５月27日㈰、田んぼアート田植え体験が金城町小国の藤若さ
んの水田で行われ、市内の親子約80人が参加しました。これは、
田んぼアートを通じ田植から収穫までを行い、子どもたちに自
然の楽しさ、大切さを体験してもらおうと企画されたものです。

田んぼアートとは、品種の異なる稲を植えることで、稲の色
づく秋には田んぼに大きな絵が現れるものです。当日は、裸足
で田んぼに入った参加者が、下絵に沿って５種類の稲を手で植
えていきました。参加者は、「秋に大きな絵が現れるのを早く
見たい」などと話していました。

５月25日㈮、防火パレードが木都賀・長安本郷両地区で行わ
れました。これは、火災による死傷事故や財産の損失を防ぐた
め、地域の人に火災予防意識の一層の普及を図ることを目的に
浜田市消防本部が企画したものです。

当日は、杵束・安城の保育所園児18人と女性消防団員、消防
職員が一緒に防火パレードを行いました。園児たちは、揃いの
法被を着て「ひのようじん」と書かれた横断幕を持って行進し、
道行く人や沿道の人たちに火の用心を呼び掛けました。

５月27日㈰、みはしフェスタが三階小学校体育館で行われま
した。これは、「みはし地域まちづくりネットワーク」を構成
している33の町内会と地域内の団体が、祭りをとおして交流
し、ひとつの事業に取り組むことで結束を強めようと、みはし
フェスタ実行委員会が初めて企画したものです。

祭りでは、みはし地域まちづくりネットワークの各部会や町
内会、地域内の団体が食べ物やフリーマーケットなどを出店し
たほか、体験コーナーやステージイベントが催され、多くの来
場者でにぎわいました。

５月24日㈭、浜田市小学校陸上競技大会が浜田市陸上競技場
で開催されました。これは、市内全小学校で組織する浜田市小
学校体育連盟が毎年開催しているもので、市内16の小学校の
３年生から６年生と浜田養護学校の児童が、トラック競技や
フィールド競技で健脚を競いました。

この日のために各学校では、スタートやバトンパス、そして
応援などの練習に取り組んできました。大会では、女子の走幅
跳と３年・４年女子複式４×100ｍリレーの２種目で新記録が
出るなど、練習の成果を発揮しました。

♥Town Topics

秋の実りと色づく田んぼに期待
～　田んぼアート田植え体験　～

かなぎ

火の用心！火の用心！
～　弥栄町防火パレード　～

やさか

3
さんさん

3と輝くネットワークに向けて
～　第１回みはしフェスタ　～

はまだ

他校のライバルたちと競い合う
～　浜田市小学校陸上競技大会　～

はまだ
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フィルムケースロケットづくりに夢中

コーンをジグザグに走るスラロームに挑戦

パメラさん（中央）に教えてもらいながらアメリカのチキン料理に挑戦

顔より大きなふきを見つけたよ

　５月12日㈯・13日㈰、三隅図書館開館５周年記念イベントが
開催されました。これは、三隅図書館が５月26日㈯に開館５周
年を迎えるにあたり、５年間で約14万人もの多く人に利用いた
だいた感謝とさらなる利用促進を願って企画したものです。
　イベントでは、科学工作会～ JAXAコズミックカレッジ～
「フィルムケースロケットをつくって飛ばそう」や筝

こ と

の演奏会
＆お茶席、浜田高校放送部が制作した映像作品の上映会など多
くの催しが行われました。来場者は、ふだんとは違うにぎやか
な図書館を楽しみました。

５月11日㈮、高齢者の電動車操作技能講習会が弥栄老人福祉
センターで開催されました。これは、足腰が弱ってきた人や車
の運転免許証を返納した人で利用が増えている電動車の事故を
未然に防ぎ、運転者の身を守るために浜田市社会福祉協議会弥
栄支所が企画したものです。

講習会では、浜田警察署や交通安全協会の皆さんの指導のも
と、スラロームやバックしての車庫入れなどの操作技能と注意
点を学びました。参加者は、電動車での外出を安全に楽しむた
めに、学んだことをしっかり守って運転することを誓いました。

５月12日㈯、国際交流料理教室が石見公民館で行われました。
これは、浜田市国際交流員の３人がそれぞれの国の料理を紹介
し、料理をとおして交流と親睦を深めようと浜田国際交流協会
が企画したものです。

教室では、パメラ スリヤチャイさんがアメリカのチキン料
理、ニュン グェンさんがベトナムのかぼちゃとエビのスープ、
于清さんが中国のほうれん草の和え物の作り方を紹介しまし
た。参加者は、それぞれの国の特色のある料理を楽しむととも
に、それぞれの国の話にも耳を傾け、交流を深めました。

５月８日㈫、ふるさと再発見「春をみつけよう」が弥栄町内
で行われました。これは、身近な春を見つけ、自然に関心をもっ
てもらおうと弥栄小学校と安城・杵束両公民館が企画したもの
です。

当日は、弥栄小学校１・２年生15人が公民館長や地域の人か
ら山菜の名前や種類を教わりながら、タラの芽・こごみ・わら
び・イタドリ・ふき・ゼンマイ・藤の花などの山菜や野草をた
くさん採りました。その後は、地域の人が事前に準備していた
山菜を天ぷらにして食べ、春の味覚を堪能しました。

取れそうで取れないパン食い競走（白砂地区体育祭）

能海寛ゆかりの浄蓮寺で説明を聞く参加者

会場を魅了する迫力の舞

摘果作業に真剣に取り組む児童

５月20日㈰、三保ふれあい運動会と白砂地区体育祭が三保・
白砂公民館グラウンドでそれぞれ行われました。これは、地域
間の親善と交流を目的に、三保地区まちづくり推進委員会体育
部と白砂地区まちづくり委員会振興部会がそれぞれ企画したも
のです。

当日は、三保地区では11集落約300人、白砂地区では４集落
約100人の参加がありました。幅広い年齢層の人が参加できる
ように工夫された種目や丸太切り、バケツリレーなど防災を意
識した種目も行われ、会場は参加者の歓声で盛り上がりました。

５月19日㈯、能海寛歌碑めぐりウォーキングが開催され、市
内外から50人が参加しました。これは、金城町長田出身のチベッ
ト巡礼探検家能海寛が波佐八景を詠んだ歌碑（10基）を巡りな
がら約6.3キロを歩く催しです。

ウォーキングでは、コース途中の６か所のポイントで地元ガ
イドによる説明があり、能海寛が遠くの地から故郷を思う気持
ちに思いを馳せました。参加者は、「雨の中でしたが、郷土を
深く知り、ほかの参加者や地域の皆さんと友好が深まり、有意
義なウォーキングでした」と話していました。

５月19日㈯、交流神楽イン都川が旧都川小学校体育館で行わ
れました。このイベントは、華麗に舞う神楽で地域間の交流を
図り、自然豊かな都川の里を活性化したいと、交流神楽イン都
川実行委員会が企画し、今年で17回目を迎えました。

当日は、地元の都川神楽団や初回から出演している宮乃木神
楽団のほか２団体による８演目が夜更けまで上演され、約500
人の神楽ファンは勇壮な舞に魅了されました。また、会場の外
では地元の皆さんによるラーメンや炊き込みご飯などの販売も
あり、イベントを盛り上げました。

５月15日㈫、梨の摘果体験が山ノ内梨園で行われました。こ
れは、地域の特産である赤梨について学び、農業の苦労や喜び
を感じてもらおうと毎年行っているもので、旭小学校４年生21
人が体験しました。

児童たちは、生産者から作業の目的や摘果のポイントなどを
聞いたのち、剪

せ ん

定
て い

バサミを使って作業を行いました。摘果作業
を体験した児童たちは、「摘果する実を選ぶのは大変でしたが
楽しかった」と話していました。今後、９月には収穫作業を行
う予定です。

♥Town Topics

５年間の感謝を込めて
～　三隅図書館開館５周年記念イベント　～

みすみ

事故を防いで楽しく運転
～　電動車操作技能講習会　～

やさか

料理で世界旅行
～　国際交流料理教室　～

はまだ

自然の恵み 春みーつけた！
～　ふるさと再発見「春をみつけよう」　～

やさか

集落対抗で一致団結
～　三保ふれあい運動会・白砂地区体育祭　～

みすみ

霧雨の中郷愁の歌碑を巡る
～　能海寛歌碑めぐりウォーキング　～

かなぎ

迫力のある舞に酔いしれる
～　交流神楽イン都川　～

あさひ

旭の特産品を育てる
～　旭小学校 梨の摘果作業　～

あさひ
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犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
家
族

の
一
員
と
し
て
大
切
な
存
在
で
す
。

し
か
し
、
飼
い
方
に
問
題
が
あ
り
、

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
一
度
、
犬
・
猫
な
ど
の
飼
い

方
や
し
つ
け
に
つ
い
て
振
り
返
り
、

人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

絶
対
に
捨
て
な
い
で
！

　

大
切
な
「
命
」
で
す
。
最
期
ま
で

責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
動

物
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
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近
所
へ
の
心
配
り
が
大
切
で
す

　

苦
情
で
多
い
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は
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フ
ン
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放

置
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鳴
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放
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飼
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で
す
。

マ
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き
ち
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し
つ
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ま
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散
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中
の
フ
ン
の
後
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ま
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散
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、
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抑
え
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れ
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れ
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し
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市
で
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、
猫
の
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費
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野
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へ
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や
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本
当
に
猫
の
こ
と
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思
う
な
ら
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む
や
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に
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え
な
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さ

い
。
餌
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申
請
書
が
な
い
場
合
は
、
申
請
書

を
再
発
行
し
ま
す
の
で
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な

ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
顔
写
真

付
き
ＩＣ
カ
ー
ド（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
や
本
人
確

認
用
の
身
分
証
明
書
と
し
て
使
え
ま

す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

で
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
、
所
得
・
課
税
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
、
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）
な
ど
の
電
子
申
請
が
行

え
る
電
子
証
明
書
が
標
準
搭
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は

有
効
期
限
ま
で
利
用
可
能
で
す
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
の
重
複
所

持
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
時
に
は
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
は
返
納
と
な
り
ま
す
。

紛
失
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
警
察
へ

の
届
出
が
必
要
で
す
。

※　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
所

得
情
報
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の

高
い
個
人
情
報
は
記
録
さ
れ
ま
せ

ん
。

※　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
即
日

交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
し
た

約
１
か
月
後
に
カ
ー
ド
が
で
き
あ

が
り
、
市
役
所
へ
受
け
取
り
に
来

て
も
ら
い
ま
す
。

問
合
せ　

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
�
９
４
０
０

　

消
費
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る

消
費
生
活
相
談
員
は
、
高
度
な
専
門

知
識
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
消
費
生

活
相
談
員
資
格
試
験
は
、
消
費
者
安

全
法
に
基
づ
き
平
成
28
年
度
か
ら
創

設
さ
れ
た
国
家
試
験
で
す
。

　

登
録
試
験
機
関
で
あ
る
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
こ
の
資
格
試

験
に
合
格
す
る
と
、
平
成
３
年
度
か

ら
当
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
き
た
公

的
資
格
「
消
費
生
活
専
門
相
談
員
資

格
」（
更
新
制
）
も
同
時
に
付
与
さ

れ
ま
す
。

試
験
日　

第
一
次
試
験　
10
月
13
日
㈯

申
込
締
切
日　

７
月
27
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

※　

試
験
会
場
、
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
受
験
要
項
及
び
受
験
申
込

書
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

問
合
せ　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
資
格

制
度
室　

☎
０
３
‐
３
４
４
３
‐
７
８
５
５

（
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
15

分　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

　

市
で
は
、
昭
和
58
年
７
月
20
日
か

ら
23
日
に
か
け
て
未
曾
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
「
山
陰
豪
雨
災
害
」
の

教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
子
々
孫
々

に
伝
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
毎
年
７
月
23
日
を

「
市
民
防
災
の
日
」
と
定
め
て
い
ま

す
。

　

市
民
防
災
の
日
に
は
、
防
災
行
政

無
線
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人

に
黙
祷
を
さ
さ
げ
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

実
施
日　

７
月
23
日
㈪

浜
田
・
金
城
・
旭
・
弥
栄

　

午
後
０
時
５
分
ご
ろ

三
隅

　

午
前
７
時
ご
ろ

問
合
せ　

安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係　

☎
�
９
１
２
２

　

こ
れ
か
ら
の
夏
時
季
は
、
行
楽
な

ど
に
よ
る
交
通
量
の
増
加
、
夏
特
有

の
解
放
感
、
暑
さ
か
ら
の
疲
れ
な
ど

に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
旅
行
な
ど
に
よ
り
、
見

知
ら
ぬ
道
で
の
事
故
も
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
て
、
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係　

☎
�
９
１
２
２

　

例
年
、夏
に
は
、マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

次
の
事
項
に
注
意
し
て
事
故
の
防
止

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
制
度
と
は
…

　

複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の

情
報
を
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
と
い

う
こ
と
の
確
認
を
行
う
た
め
の
基
盤

で
あ
り
、
社
会
保
障
・
税
制
度
の
効

率
性・透
明
性
を
高
め
、国
民
に
と
っ

て
利
便
性
の
高
い
公
平
・
公
正
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
社
会
基
盤
で

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
国
の
行
政
機

関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
、
社
会

保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
分
野
で
利

用
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
通

知
カ
ー
ド

　

平
成
27
年
に
住
民
票
を
有
す
る
全

て
の
人
に
１
人
１
つ
の
番
号（
12
桁
）

が
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
届
い
た
通

知
カ
ー
ド
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。
紛
失
さ
れ
た
場
合
、
再
発
行

手
数
料
（
５
０
０
円
）
が
か
か
り
ま

す
。

※　

配
達
時
に
ご
不
在
の
場
合
や
、

宛
所
に
尋
ね
あ
た
ら
な
い
場
合
の

通
知
カ
ー
ド
は
、
郵
便
局
が
一
定

期
間
預
か
っ
た
後
、
浜
田
市
役
所

総
合
窓
口
課
で
保
管
し
て
い
ま

す
。

※　

通
知
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
に
変

更
が
あ
る
場
合
（
転
居
・
転
入
に

よ
る
住
所
変
更
、
婚
姻
な
ど
に
よ

る
氏
名
変
更
な
ど
）
は
、
変
更
後

の
内
容
を
記
載
し
ま
す
の
で
、
届

出
時
に
通
知
カ
ー
ド
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

　

日
本
で
「
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
発
行
さ
れ
る
身
分
証
明
書
の
ひ

と
つ
で
、
持
ち
主
の
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
性
別
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）・
証
明
写
真
な
ど
を

券
面
に
表
示
し
、
こ
れ
ら
を
ＩＣ
チ
ッ

プ
に
記
録
す
る
ＩＣ
カ
ー
ド
で
す
。

希
望
す
る
人
は
申
請
に
よ
り
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
で
き
ま
す

　

通
知
カ
ー
ド
と
と
も
に
送
付
さ
れ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
書

（
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
か
ら

住
所
な
ど
の
変
更
が
な
い
場
合
に
限

り
ま
す
。
変
更
が
あ
る
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。）
に
顔
写
真
を
添
付

し
て
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
へ
郵
送
な
ど
に
よ
り
申
請
す
る

と
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
の
交

付
が
手
数
料
無
料
（
初
回
の
み
）
で

受
け
ら
れ
ま
す
（
通
知
カ
ー
ド
と
引

き
換
え
）。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す

　

市
総
合
窓
口
課
及
び
各
支
所
市
民

福
祉
課
で
、
カ
ー
ド
申
請
を
希
望
す

る
人
の
写
真
を
そ
の
場
で
撮
っ
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
を
代
行
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
の
申
請
書
が
あ
れ

ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
10
月
１
日
か
ら
の
水
道
料
金
改
定

に
伴
い
、
使
用
者
の
皆
さ
ん
の
新
水

道
料
金
問
合
せ
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
を
開
設
し
ま
し
た
。
12
月
28
日
ま

で
ご
利
用
が
可
能
で
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
番
号

☎
０
８
０
０
‐
５
５
５
‐
１い

１い

３み

２ず

受
付
時
間　

平
日　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

問
合
せ　

上
下
水
道
部
管
理
課
料
金

係　

☎
�
９
９
０
３

遊
泳

○
立
入
禁
止
区
域
や
離
岸
流
の
危
険

が
あ
る
場
所
で
は
泳
が
な
い
。

○
飲
酒
後
の
遊
泳
は
控
え
る
。

磯
釣
り

○
あ
ら
か
じ
め
、
家
族
・
友
人
に
行

き
先
と
帰
宅
時
間
を
連
絡
す
る
。

○
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

小
型
船
舶

○
出
発
前
に
、
機
関
の
点
検
や
残
燃

料
を
確
認
す
る
。

○
常
時
適
切
な
見
張
り
を
行
い
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

問
合
せ　

浜
田
海
上
保
安
部
交
通
課

　

☎
�
０
７
７
２

７月側溝消毒予定表
日 曜 場所
２ 月 原井町
３ 火 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
４ 水 長沢町１
５ 木 長沢町２～５・７・８
９ 月 生湯町１～４
10 火 長沢町６・８、桜ヶ丘、菅原団地
11 水 浅井町４～６
12 木 浅井町１～３、黒川町１・２
17 火 黒川町３～７
18 水 相生町１～３
19 木 相生町３・４、竹迫町
23 月 杉戸町、笠柄町
24 火 熱田町６～10
25 水 熱田町11～13
26 木 熱田町14、内田町
30 月 長浜町１～８
31 火 日脚町２～６・８・９、周布町
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実

施することがあります。
　　　（環境課くらしと環境係　☎�９４２０）

犬
・
猫
は
正
し
く
飼
い
ま

し
ょ
う

消
費
生
活
相
談
員
資
格
試
験

が
実
施
さ
れ
ま
す

安
全
安
心

７
月
23
日
は

「
市
民
防
災
の
日
」
で
す

７
月
１
日
㈰
か
ら
21
日
㈯
ま
で

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す

海
の
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

事
故
の
防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

生
活
・
環
境

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
？

通
知
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

水
道
料
金
改
定
に
伴
う
問
合

せ
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を

開
設
し
ま
し
た
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

④
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
実
現

　

空
家
等
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と

は
、
人
命
を
は
じ
め
地
域
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

空
家
等
に
つ
い
て
の
責
務

所
有
者
な
ど
の
責
務

　

空
家
等
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、

周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
、
常
に
自
ら
の
責
任
に

お
い
て
空
家
等
の
適
切
な
管
理
と
積

極
的
な
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
の
施
策
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
と
事
業
者
の
責
務

　

危
険
な
状
態
に
あ
る
空
家
等
を
発

見
し
た
と
き
は
、
市
に
情
報
の
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
施

策
に
協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。

市
の
責
務

　

市
は
、
空
家
等
の
適
切
な
管
理
と

活
用
の
促
進
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
必

要
な
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

※　

例
え
ば
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ

ば
倒
壊
な
ど
著
し
く
保
安
上
危
険

な
状
態
に
あ
る
空
家
等
が
あ
る
場

合
、
そ
の
空
家
等
の
所
有
者
な
ど

に
対
し
、
危
険
な
状
態
を
解
消
す

る
た
め
の
措
置
を
行
う
よ
う
助

言
・
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

市
の
支
援

　

危
険
な
状
態
に
あ
る
空
家
等
の
所

有
者
な
ど
に
対
し
、
危
険
な
状
態
を

解
消
す
る
た
め
の
必
要
な
支
援
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

浜
田
市
特
定
空
家
等
除
却
促
進
事
業

　

使
用
さ
れ
て
い
な
い
危
険
な
空
家

等
を
除
却
す
る
場
合
に
、
工
事
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

浜
田
市
特
定
空
家
等
対
策
事
業

　

市
街
地
に
あ
る
危
険
な
空
家
と
そ

の
土
地
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
、
市

が
そ
の
建
物
を
除
却
し
て
跡
地
を
地

域
活
性
化
の
た
め
の
用
地
と
し
て
活

用
し
ま
す
。

問
合
せ　

建
築
住
宅
課
指
導
係　

☎
�
９
６
３
２

　

平
成
29
・
30
年
度
建
設
工
事
等
入

札
参
加
資
格
の
追
加
審
査
を
行
い
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
等
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
人
の
う
ち
、
有
資
格
者
名
簿

に
登
録
が
な
い
人
や
登
録
を
し
て
い

な
い
工
種
（
業
種
）
を
追
加
す
る
人

な
ど
が
対
象
で
す
。

申
請
方
法　

島
根
県
と
県
内
市
町
が

共
同
利
用
す
る
資
格
申
請
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
請
後
、
必
要
書

類
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。）

受
付
先
・
問
合
せ　

総
務
課
入
札
管

理
係　

☎
�
９
１
４
１

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市

殿
町
１
番
地

　

市
内
事
業
者
の
事
業
承
継
や
事
業

譲
渡
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す
る

「
浜
田
事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」

を
浜
田
商
工
会
議
所
・
石
央
商
工
会

本
所
・
各
支
所
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
「
後
継
者
が
い
な
い
」
又
は
「
引

継
ぎ
に
不
安
が
あ
る
」
な
ど
で
事
業

の
継
続
に
悩
み
を
抱
え
る
事
業
者
の

相
談
窓
口
と
し
て
受
付
対
応
し
ま
す
。

相
談
例

・
後
継
者
へ
の
引
継
ぎ
手
順
が
わ
か

ら
な
い
。

・
後
継
者
を
探
し
た
い
。

・
自
社
を
ほ
か
の
会
社
に
譲
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

ぜ
ひ
、
浜
田
事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト

窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
浜
田
商
工
会
議
所 

☎
�
３
０
２
５

・
石
央
商
工
会
本
所
（
金
城
）

☎
�
０
０
７
０

・
旭
支
所　

☎
�
０
０
５
６

・
国
府
支
所　

☎
�
０
１
０
９

・
三
隅
支
所　

☎
�
０
２
１
４

・
弥
栄
支
所　

☎
�
２
１
３
０

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険･

雇
用
保

険
）に
加
入
さ
れ
て
い
る
事
業
主
は
、

年
度
更
新
手
続
を
７
月
10
日
㈫
ま
で

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

年
度
更
新
の
手
続
を
正
し
く
行
う

た
め
に
、
労
働
保
険
料
等
申
告
書
相

談
受
付
を
各
地
区
で
開
催
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
会
場
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
労
働
保
険
の
年
度
更
新
、

所
在
地
な
ど
の
変
更
な
ど
、
多
く
の

手
続
に
つ
い
て
電
子
申
請
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
電
子
申
請
は
、
24

時
間
い
つ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、

届
出･

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
労
働
保
険
料
及
び
一
般
拠

出
金
の
納
付
に
つ
い
て
、
口
座
振
替

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
口
座
振

替
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
所
定
の
申

込
書
を
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融

機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

島
根
労
働
局
総
務
部
労
働

保
険
徴
収
室
適
用
係

☎
０
８
５
２
⑳
７
０
１
０

　

４
月
か
ら
７
月
は｢

ア
ル
バ
イ
ト

の
労
働
条
件
を
確
か
め
よ
う
！
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す
。
事
業
者

の
皆
さ
ん
は
、
大
学
生
な
ど
を
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
採
用
す
る
場
合
、

個
々
の
勤
務
条
件
を
記
し
た｢

労
働

条
件
書｣

を
交
付
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
の
本
分
は
学
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
学
業
と
ア
ル
バ
イ
ト

が
両
立
で
き
る
よ
う
な
勤
務
時
間
の

シ
フ
ト
を
適
切
に
設
定
す
る
よ
う
な

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で「
確

か
め
よ
う 

労
働
条
件
」
を
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

島
根
県
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
室　

　

☎
０
８
５
２
⑳
７
０
０
７

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
有
効

利
用
を
目
的
と
し
て
、
家
庭
か
ら
出

る
廃
食
用
油
（
使
用
済
み
油
）
を
回

収
し
て
い
ま
す
。
廃
食
用
油
は
、
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
な
ど
と
し
て

再
生
し
、
再
利
用
さ
れ
ま
す
。 

回
収
タ
ン
ク
設
置
場
所

浜
田　

市
役
所
東
分
庁
舎
側
駐
車
場

内
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横

金
城　

金
城
支
所
駐
車
場
内
古
紙
リ

サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
横

旭　

旭
支
所
山
村
開
発
旭
セ
ン
タ
ー

横
弥
栄　

弥
栄
支
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
公

用
車
車
庫
横

三
隅　

三
隅
支
所
ひ
ゃ
こ
る
バ
ス
待

合
所
横

持
込
方
法　

で
き
る
だ
け
天
か
す
な

ど
は
取
り
除
い
て
、
回
収
場
所
に

設
置
し
て
あ
る
タ
ン
ク
に
投
入
し

て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

・
植
物
性
の
食
用
油
に
限
り
ま
す
。

・
ラ
ー
ド
な
ど
の
動
物
性
や
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
、
灯
油
な
ど
の
石
油
類

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
事
業
所
か
ら
の
持
ち
込
み
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

・
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係　

☎
�
９
４
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

資
源
ご
み
の
分
別
排
出
と
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
の
た
め
、
資
源
ご
み
の
無

料
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

回
収
品
目　

か
ん
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
市
役
所

本
庁
舎
・
各
支
所

持
込
方
法

・
中
を
軽
く
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ラ
ベ
ル
・

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

☎
�
９
４
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空
き

家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録

し
、
空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

な
ど
に
情
報
提
供
を
行
う
制
度
で

す
。

問
合
せ　

政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係　

☎
�
９
２
０
０

　

市
内
で
は
、
年
々
空
家
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
長
年
放
置
さ
れ
た
空
家

が
、
廃
屋
と
化
し
て
危
険
な
状
態
な

の
に
、
ど
こ
へ
連
絡
を
す
れ
ば
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
、
ど
う
対
応
す
れ
ば

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
浜
田
市
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、

空
家
の
所
有
者
や
地
域
と
共
に
、
問

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

条
例
の
目
的

①
責
務
の
明
確
化

　

空
家
等
の
所
有
者
・
市
民
・
事
業

者
・
市
の
責
務
を
決
め
て
い
ま
す
。

②
空
家
等
の
適
切
な
管
理
と
活
用
の

促
進

　

長
い
間
誰
も
住
ん
で
い
な
い
空
家

は
、
老
朽
化
が
急
速
に
進
み
ま
す
。

い
つ
で
も
住
め
る
よ
う
に
定
期
的
に

管
理
し
た
り
、
誰
か
に
使
っ
て
も

ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

③
居
住
環
境
の
保
全

　

老
朽
化
が
進
め
ば
屋
根
瓦
が
落
ち

た
り
、
壁
材
が
は
が
れ
て
飛
散
し
た

り
し
、
建
物
が
倒
壊
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
誰
も
が
簡
単
に
建
物
に
侵

入
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
犯
罪
が

起
こ
っ
た
り
、
放
火
や
火
遊
び
に
よ

り
火
災
が
発
生
し
た
り
す
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
き
、

「（
仮
称
）新
浜
田
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
発
電
事
業　

環
境
影
響
評
価
計
画

段
階
環
境
配
慮
書
」
を
縦
覧
に
供
す

る
と
と
も
に
、意
見
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
事
業　
（
仮
称
）
新
浜
田
ウ
ィ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
発
電
事
業
（
風
車

最
大
17
基
）

事
業
者
名　

㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ

ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

事
業
区
域　

浜
田
市
及
び
益
田
市
の

行
政
界
付
近

縦
覧
期
間　

７
月
４
日
㈬
～
８
月
20

日
㈪

縦
覧
場
所
（
平
日
開
庁
日
）

・
市
役
所
東
分
庁
舎
２
階
環
境
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

※　

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

意
見
・
質
問
の
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
内
容

を
ご
記
入
の
上
、
縦
覧
場
所
に
設
置

の
意
見
箱
に
提
出
又
は
問
い
合
わ
せ

先
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
20
日
㈪

当
日
消
印
有
効
で
す
。

※　

電
話
に
よ
る
意
見
・
質
問
は
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン

ベ
ス
ト
メ
ン
ト
【
〒
１
０
７
‐
０

０
５
２　

東
京
都
港
区
赤
坂
１
‐

11
‐
44
赤
坂
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
３

階
】

市役所東分庁舎側駐車場にある
回収ボックス

産

業

地
域
活
性
化

平
成
29
・
30
年
度
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
審
査
（
追
加
審

査
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

浜
田
事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト
窓

口
を
開
設
し
ま
し
た

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
は
お
済

み
で
す
か
？

「
ア
ル
バ
イ
ト
の
労
働
条
件

を
確
か
め
よ
う
！
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
で
す

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
廃
食
用

油
を
回
収
し
て
い
ま
す

資
源
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

住

宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

空
家
の
適
切
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す

（
仮
称
）
新
浜
田
ウ
ィ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
発
電
事
業
に
係
る

計
画
段
階
環
境
配
慮
書
縦
覧

を
行
い
ま
す
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場及び市役所東分庁舎１階地域医療対策

課・各支所市民福祉課・各公民館にあります。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成30

年度各種健（検）診日程表」に掲載しています。

※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できる
ような服装で受診してください。

問合せ　地域医療対策課保健予防係
　　　　☎�９３１１　　　
　　　　各支所市民福祉課

【　金　城　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

18
日
㈬

9:00～ 9:10よりあい会館横

19
日
㈭

9:00～ 9:10カットサロン勝美前

20
日
㈮

9:30～ 9:50小波の郷前
9:20～ 9:30金田会館前 9:20～ 9:30東下久佐集会所 10:15～10:25若生まなびや館下
9:40～ 9:50下長屋 山田様宅前 9:40～ 9:50旧ＪＡ久佐事業所横 10:35～10:45亀谷原消防詰所
10:00～10:10岩㟢隆行様宅前 10:00～10:10河野信子様宅前 10:55～11:05栄和機工前
10:20～10:30入野集会所前 10:20～10:30くざ会館 11:15～11:30長田消防詰所横
10:40～10:50越沢集会所前 10:40～10:50上長屋集会所前 11:40～11:55ときわ会館
11:00～11:10新原集会所前 11:00～11:10上組集会所前 13:15～13:25柚根集荷場前
11:20～11:30植松集会所前 11:20～11:30大谷集会所 13:35～13:45横山義孝様宅前
11:40～11:50福原集会所前 11:40～11:50かたらいの家 13:55～14:05おぐに会館
13:00～13:10大元集会所 13:00～13:10青原集会所前 14:25～14:40みどりかいかん
13:20～13:35追原郷集会所前 13:20～13:30伊木集会所前
13:45～13:55 美又国民保養センター前 13:40～14:00小笹集会所前
14:05～14:15皆合集会所付近 14:10～14:20新開集会所前
14:25～14:35二タ村集会所前 ※　同じ年度内に肺がん検診を受けている人は、結核レントゲン検診を受

けられません。14:45～15:00ふれあい会館

　熱中症は、気温などの環境条件だけではなく、体調
や暑さに対する慣れなどが影響して起こります。症状
が重くなると生命へ危険が及びます。一人ひとりが正
しい知識を持って予防を心掛けましょう。

熱中症を防ぐために～日常生活での注意事項～
水分補給が予防の基本
・のどが渇く前に水分補給
・起床時、入浴前後にも水分補給
・アルコール飲料での水分補給は逆効果
　（尿量が増えて体内の水分を排泄してしまう）
・大量に汗をかいた時は、スポーツ飲料や経口補水液

が効果的
暑さに負けないからだづくり
・しっかりと睡眠をとる
・日頃から適度な運動で汗をかく習慣をつける

みんなで気にかけ、声がけを
・休憩場所の確保
・冷たい飲料の準備
・お互いに体調を気にかけ、水分補給を呼び掛ける
暮らしの工夫で暑さを避けよう
・暑い日は決して無理しない
・涼しい衣服にする
・日傘や帽子で日差しを避ける
・日陰や涼しい場所を選んで歩く
・風通しをよくする
・エアコンや扇風機などを利用する
・ブラインドやすだれ、緑のカーテンなどで日射を遮る

こんな日は特に注意！
気温が高い・湿度が高い・風が弱い・急に熱くなった

熱中症と思ったときは～主な症状と対処法～

症
状

軽い やや重い 重い

・めまいや立ちくらみ
・大量の発汗
・筋肉痛・筋肉の硬直（こむら帰り）
・手足のしびれ・気分の不快

・頭痛
・倦怠感
・吐き気、嘔吐

・意識障害
・言動がおかしい
・ふらふらしている。まっすぐ走れ

ない、歩けない。
・体温が高い
・ひきつけ

対
処
法

・冷たい水を自分で飲んでもらう
・風通しのよい日陰や涼しい場所へ

避難させる
・衣類をゆるめて風通しを良くし、

体を冷やす

・救急車を呼ぶなどすぐに医療機関へ！
※　意識がない、反応がおかしい場合は、すぐに救急車を呼びましょう。

　

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を
十

分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き
い
き

と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン

ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
団
体
な
ど
に
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　

県
内
の
女
性
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・
グ

ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む
ね
10

人
以
上
で
そ
の
半
数
以
上
が
女
性

で
あ
る
こ
と
が
目
安
）

対
象
事
業　
10
月
１
日
㈪
～
平
成
31

年
３
月
31
日
㈰
に
実
施
す
る
次
の

事
業

⑴　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　

時
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　

１
件
あ
た
り
１
万
円
～

50
万
円
（
１
万
円
単
位
）

申
込
締
切
日　

７
月
15
日
㈰

申
込
方
法　

申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

申
請
用
紙
は
、
市
役
所
人
権
同

和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各
支

所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま
す
。

助
成
決
定　

９
月
下
旬
予
定

申
込
先
・
問
合
せ　

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

事
務
局

☎
０
８
５
４
�
５
５
１
４

　

平
成
29
年
度
に
国
の
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
、

次
の
と
お
り
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

三
隅
公
民
館
屋
上
防
水
他
改
修
工
事

　

三
隅
公
民
館
の
屋
上
防
水
工
事
及

び
外
壁
防
水
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

・
総
事
業
費　

１
４
８
６
２
千
円

　
（
交
付
金
額　
　

９
９
８
６
千
円
）

問
合
せ　

政
策
企
画
課
企
画
係

☎
�
９
２
０
０

三隅公民館屋上

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま
す
。

対
象　

浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１
歳

以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
８
日
㈬

受
付　

①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

　
　
　

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す

く
す
く
」

定
員　

各
先
着
30
人

料
金　

４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代
を

含
む
）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日　

７
月
25
日
㈬

　

午
前
９
時
～

申
込
先
・
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課

子
ど
も
家
庭
相
談
係　

☎
�
９
３
３
１

妊
娠
期　

母
子
手
帳
交
付
時
に
個
別

面
談
を
行
い
、
全
員
に
心
配
事
に

応
じ
た
支
援（
妊
娠・出
産
サ
ポ
ー

ト
プ
ラ
ン
）
を
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
お
手
伝
い

の
必
要
な
人
は
、
継
続
的
に
相
談

に
あ
た
り
ま
す
。

出
産
前
後　

出
産
に
向
け
て
不
安
な

こ
と
が
な
い
か
話
を
伺
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
と
の
連

絡
調
整
も
行
い
ま
す
。

子
育
て
期　

出
産
後
、
自
宅
を
訪
問

し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
状
態
の
確
認
や

産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。
育
児
へ
の
不
安

が
あ
る
場
合
に
は
継
続
し
て
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
ぎ
ま
す
。

そ
の
ほ
か

・
思
い
が
け
ず
妊
娠
し
た
か
も
し
れ

な
い
。

・
妊
娠
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
相
談

で
き
ず
に
い
る
。

・
出
産
す
る
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
る
。

・
身
近
に
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
な

く
て
心
配
。

・
子
育
て
を
し
て
い
て
孤
独
を
感
じ

て
し
ま
う
。

・
子
育
て
が
楽
し
く
思
え
な
い
。

・
イ
ラ
イ
ラ
し
て
子
ど
も
に
あ
た
っ

て
し
ま
う
。

・
不
妊
治
療
の
医
療
費
の
助
成
制
度

に
つ
い
て
知
り
た
い
。

な
ど
の
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口

・
市
役
所
本
庁
舎
１
階
子
育
て
支
援

課　

☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家

庭
相
談
係　

☎
�
９
３
３
１

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
父
・
母
の
た
め
の
、
就
労
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
子
育
て
支
援
課
で
登
録
さ

れ
た
人
を
対
象
に
、
就
労
や
転
職
に

向
け
て
、
個
々
の
状
況
・
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
求
人
情
報
の
提
供
な
ど
を
行

い
、
自
立
・
就
労
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
を
し
ま
す
。

　

支
援
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母

（
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人

は
除
く
。）

料
金　

無
料

相
談
受
付
先
・
問
合
せ　

子
育
て
支

援
課
子
ど
も
家
庭
相
談
係　

☎
�
９
３
３
１

健
康
・
福
祉

７月結核レントゲン検診の日程

熱中症に注意しましょう～７月は熱中症予防強化月間です～

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

平
成
29
年
度
に
国
の
交
付
金
事

業
を
活
用
し
て
整
備
し
ま
し
た

子

育

て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施

し
ま
す

浜
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
つ
い

て
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の
た
め

の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

健 康 コラムコラム
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

　

が
ん
治
療
を
受
け
て
い
る
人
が
、

抗
が
ん
剤
使
用
な
ど
に
よ
り
脱
毛
し

た
場
合
の
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
、
及
び

手
術
に
よ
り
乳
房
切
除
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
場
合
の
補
整
下
着
購
入
経
費

を
助
成
し
、
就
労
な
ど
社
会
参
加
を

応
援
し
ま
す
。

対
象
者　

世
帯
の
市
町
村
民
税
所
得

割
課
税
年
額
23
万
５
千
円
未
満

で
、
か
つ
対
象
経
費
に
つ
い
て
ほ

か
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
島
根

県
に
住
所
を
有
す
る
が
ん
患
者
の

た
め
に
、
対
象
と
な
る
補
整
具
を

購
入
し
た
人
。（
補
助
対
象
が
ん

患
者
本
人
又
は
三
親
等
以
内
の
親

族
に
限
る
）

※　

申
請
者
数
が
予
定
を
上
回
っ
た

場
合
、
対
象
者
で
あ
っ
て
も
助
成

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
経
費　

平
成
30
年
４
年
１
日
か

ら
平
成
31
年
３
月
31
日
に
購
入
し

た
次
の
補
整
具
（
付
属
品
及
び
ケ

ア
用
品
を
除
く
）
の
購
入
経
費

①
ウ
ィ
ッ
グ
（
全
頭
用
か
つ
ら
に
限

る
。
装
着
に
必
要
な
頭
皮
保
護
用

の
ネ
ッ
ト
を
含
む
）

②
補
整
下
着
な
ど
の
胸
部
補
整
具

助
成
額　

購
入
経
費
の
２
分
の
１

（
補
助
上
限
額
２
万
円
）

申
請
締
切
日　

平
成
31
年
３
月
31
日

㈰
（
消
印
有
効
）

申
請
方
法　

必
要
書
類
を
添
え
て
郵

送
な
ど
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

必
要
書
類
や
審
査
の
考
え
方
な

ど
は
、
島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

提
出
先　

島
根
県
健
康
福
祉
部
健
康

推
進
課
が
ん
対
策
推
進
室
【
〒
６

９
０
‐
８
５
０
１　

松
江
市
殿
町

１
番
地
】

問
合
せ　

島
根
県
健
康
福
祉
部
健
康

推
進
課
が
ん
対
策
推
進
室

☎
０
８
５
２
�
６
７
０
１

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
強
調
月
間
」・「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。

　

今
年
で
68
回
目
を
迎
え
る
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
～
犯
罪
や
非
行

を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

域
の
チ
カ
ラ
～
」
は
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
考
え
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
全
国

で
行
わ
れ
て
い
る
運
動
で
す
。

　

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
は
全
て
の

人
の
望
み
で
す
。
犯
罪
や
非
行
を
な

く
す
た
め
に
は
、
取
締
り
を
強
化
し

て
罪
を
犯
し
た
人
を
処
罰
す
る
こ
と

も
必
要
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
立

ち
直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社
会
で

受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
や
、
犯
罪
や

非
行
を
生
み
出
さ
な
い
家
庭
や
地
域

づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
、
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

　
「
立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地

域
を
つ
く
る
」
そ
の
た
め
に
は
、
一

部
の
人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
全
て
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国

強
調
月
間
は
、
青
少
年
の
非
行
防
止

な
ど
の
取
組
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全

育
成
と
犯
罪
被
害
防
止
の
た
め
、
保

護
者
と
し
て
、
大
人
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
潜
む
有
害
情
報
か
ら

子
ど
も
を
守
り
、
家
庭
や
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
「
青
少
年
は
地
域
社
会

が
育
む
」
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
取

組
が
必
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立

ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
共
に
感
じ
、

学
び
、
ふ
れ
あ
い
と
対
話
を
深
め
、

皆
さ
ん
の
理
解
と
参
加
の
も
と
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
�
９
３
０
０

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強

調
月
間

・
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
０
９
８
５

　

８
月
か
ら
、 

65
歳
以
上
の
第
１
号

被
保
険
者
で
「
本
人
の
合
計
所
得
金

額
２
２
０
万
円
以
上
」
か
つ
同
一
世

帯
に
い
る
65
歳
以
上
の
人
の
「
年
金

収
入
額
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額

が
単
身
世
帯
で
３
４
０
万
円
以
上
、

２
人
以
上
世
帯
の
場
合
４
６
３
万
円

以
上
」
の
人
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
負
担
割
合
が
３
割
に
な

り
ま
す
。

負担割合の判定基準
対象者 負担割合

第
１
号
被
保
険
者

本人の合計所得が
220万円以上の人 本人も含め同一世帯

にいる65歳以上の人
の「年金収入額+そ
の他の合計所得金
額」が右記の額

単身は
340万円以上 ３割２人以上は
463万円以上

（上記３割負担に該
当しない人で）本人
の合計所得が160万
円以上の人

単身は
280万円以上 ２割２人以上は
346万円以上

上記以外の人 １割

　

有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
の
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お
持

ち
の
人
に
更
新
手
続
の
お
知
ら
せ
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
の
人
は
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
老
人
保
険
施

設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
・
介

護
医
療
院
）
に
入
所
中
の
人
又
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
人

で
、
世
帯
全
員
（
配
偶
者
は
世
帯

分
離
し
て
い
て
も
同
一
世
帯
と
み

な
す
）
が
市
町
村
民
税
非
課
税
か

つ
、
預
貯
金
な
ど
が
単
身
で
１
０

０
０
万
円
、
夫
婦
で
２
０
０
０
万

円
以
下
の
人

手
続
に
必
要
な
書
類
な
ど

・
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
有
す
る
全

て
の
預
貯
金
通
帳
な
ど
の
写
し

（
直
近
２
か
月
の
履
歴
が
わ
か
る

も
の
）

・
認
印
、
申
請
書
、
同
意
書

提
出
期
限　

７
月
31
日
㈫

手
続
窓
口

・
健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
�
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問
合
せ　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課　

☎
�
１
５
２
０

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の
大
戦
で

父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

を
対
象
に
、
旧
戦
域
を
訪
れ
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の
住
民

と
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

対
象　

戦
没
者
の
遺
児

実
施
地
域　

旧
満
州
、
旧
ソ
連
、
ビ

ス
マ
ー
ク
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
北

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
マ
リ

ア
ナ
諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ

諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
、
台

湾・バ
シ
ー
海
峡
、マ
ー
シ
ャ
ル・

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
中
国

実
施
期
間
・
定
員　

実
施
地
域
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
10
万
円
（
集
合
場
所
ま
で

の
往
復
交
通
費
な
ど
は
、
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。）

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ　

島
根
県
遺
族
連

合
会　

☎
０
８
５
２
�
４
０
２
５

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人及

びクーポン券が送付された人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター

☎�７７００
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
平成31年２月28日㈭まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社　☎�７４４２

実施日 受付時間 会　場
三
隅 ７月25日㈬ 13:00～13:15黒沢公民館

14:00～17:30三隅保健センター
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）

を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人
胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上

実施日 受付時間 会　場
浜
田 ７月23日㈪ 10:00～10:30 石見公民館長見分館

金
城 ７月23日㈪ 13:00～13:30 小笹集会所

弥
栄

７月23日㈪ 8:30～ 9:00 弥栄会館
７月26日㈭ 13:00～13:30 弥栄老人福祉センター

三
隅 ７月26日㈭ 8:00～ 8:30 みのり会館

9:00～ 9:30 三保公民館
※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受

診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。
２時間前までは、コップ１杯程度の飲水は可能です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメ
ン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳以上49歳までの女性
※　HPV検査の結果により受診間隔に違いがあります。

実施期間 平成31年２月28日㈭まで

実施場所

江木医院　☎�１１８１（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

子宮頸がん検診の受診間隔について
今回の受診結果 対応又は受診間隔

細胞診「異常なし」かつ
HPV検査「陰性（－）」 次回は、3年後に受診

細胞診「異常なし」かつ
HPV検査「陽性（＋）」 次回は、1年後に受診
細胞診「異常あり」 精密検査を受診

※　一般的な間隔ですので、医師の指示を守りましょう。

島
根
県
が
ん
患
者
社
会
参
加
応
援
事
業

ウ
ィ
ッ
グ
・
補
正
下
着
の
購

入
経
費
を
助
成
し
ま
す

み
ん
な
で
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う

保
険
・
医
療

年

金

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負

担
割
合
が
見
直
さ
れ
ま
す

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
更
新
の
お
知
ら
せ

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
を
実
施
し
ま
す

　８月以降のがん検診日程は、「平成30年度各種健
（検）診日程表」をご覧ください。
　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種が
ん検診を、無料で受診することができます。がん検
診受診の際は、本人確認ができるもの（健康保険証・
運転免許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診される場合は、

２回目以降全額負担となります。
問合せ　地域医療対策課保健予防係　☎�９３１１

７月各種がん検診の日程

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

70歳未満の人
所得区分 所得金額（注１） 自己負担限度額（月額）

３回目まで ４回目以降（注２）

上位所得者ア 901万円を超える世帯 252,600円＋（医療費－842,000円）×１％ 140,100円

上位所得者イ 600万円を超え 
901万円以下の世帯 167,400円＋（医療費－558,000円）×１％ 93,000円

一般ウ 210万円を超え 
600万円以下の世帯  80,100円＋（医療費－267,000円）×１％ 44,400円

一般エ 210万円以下の世帯
（住民税非課税世帯を除く） 57,600円 44,400円

住民税非課税世帯
オ 住民税非課税世帯（注３） 35,400円 24,600円

（注１）所得金額とは、国民健康保険加入者の総所得金額から基礎控除（33万円）を除いた金額です。
（注２）４回目以降とは、過去12か月以内に、同じ世帯で限度額以上の医療費の自己負担が４回以上あった場合です。
（注３）住民税非課税世帯とは、世帯主と国民健康保険加入者の全員が住民税非課税の世帯です。
70歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 自己負担限度額（世帯単位）
外来（個人ごと） 外来＋入院

現役並み
所得者

課税所得額が690万円以上 ８月から
新設

252,600円+（医療費－842,000円）×１％（４回目以降140,100円）
課税所得額が380万円以上 167,400円+（医療費－558,000円）×１％（４回目以降 93,000円）

課税所得額が145万円以上
７月まで 57,600円 80,100円＋（医療費－267,000円）×１％

（４回目以降 44,400円）

８月から  80,100円＋（医療費－267,000円）×１％（４回目以降 44,400円）
※　外来（個人ごと）の区別が廃止されます。

一般 ７月まで 14,000円（注１） 57,600円８月から 18,000円（注１）
低所得者Ⅱ（注２） 8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ（注３） 8,000円 15,000円

（注１）１年間（８月～翌７月）の外来の自己負担額の合計額に年間14万４千円の上限が設けられます。
（注２）低所得者Ⅱとは、同じ世帯の世帯主及び国保加入者が住民税非課税の人です。
（注３）低所得者Ⅰとは、住民税非課税の世帯で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を

80万円として計算）を差し引いたとき０円となる人です。

65歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く）
所得区分 食費（１食につき）

住民税非課税世帯オ
低所得者Ⅱ 210円
低所得者Ⅰ 130円

70歳未満の人
所得区分 過去１年

入院日数 １食につき

住民税非課税世帯オ 90日以下 210円
91日以上 160円

70歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 過去１年
入院日数 １食につき

低所得者Ⅱ 90日以下 210円
91日以上 160円

低所得者Ⅰ 100円

高額療養費制度
　国民健康保険加入者が医療機関などの窓口で
支払う金額が高額となった場合、後からの支給
申請により下表の自己負担限度額を超えた額を
払い戻される制度です。

限度額適用認定証
　申請により、島根県国民健康保険限度額適用認定証の交付
を受け、被保険者証と併せて医療機関などへ提示すること
で、窓口で支払う金額が自己負担限度額までとなります（限
度額の適用は月ごと、１医療機関）。
　高額な医療費の一時的な負担と後からの支給申請が不要と
なりますので、必要となった場合は事前に申請してください。

入院した場合の食事代

医療費自己負担限度額（月額）

　入院したときには、医療費とは別に食事代が必要とな
りますが、70歳未満の住民税非課税世帯オ及び70歳以上
75歳未満の低所得者Ⅰ・Ⅱに該当する人は、１食あたり
460円の食事代が減額されて次のとおりとなります。

療養病床に入院しているときの食費・居住費
　療養病床に入院している65歳以上の人は、１食あ
たり460円の食事代が次のとおり減額されます。また、
居住費として１日あたり370円の負担があります。

申請に必要なもの
　国民健康保険証・印かん（スタンプ印は不可）・
世帯主及び申請者の個人番号カード又は通知カード
※　７月31日まで認定を受けている人が、８月から

引き続き認定を受けるためには、再度申請が必要
です。

申請先・問合せ　医療保険課国保係　☎�９４１０ 後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
一

斉
更
新

　
75
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以
上
で
広

域
連
合
が
障
が
い
認
定
し
た
人
を
含

む
。）
が
、
現
在
使
っ
て
い
る
被
保

険
者
証
（
だ
い
だ
い
色
）
は
、
７
月

31
日
㈫
ま
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
８
月
１
日
㈬
か
ら
使
用
す
る
被

保
険
者
証
（
黄
色
）
は
、
７
月
中
に

送
付
し
ま
す
。

医
療
機
関
で
の
医
療
費
の
窓
口
負
担

　

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
と
き

は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
負

担
し
て
も
ら
い
ま
す
。
負
担
す
る
割

合
は
、
平
成
29
年
中
の
所
得
の
状
況

に
よ
っ
て
、
８
月
か
ら
変
更
に
な
る

人
が
い
ま
す
。
被
保
険
者
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
自
己
負
担
割
合
「
１

割
」
又
は
「
３
割
」
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

３
割
負
担
の
場
合

　

個
人
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５

万
円
以
上
の
所
得
の
あ
る
被
保
険
者

が
一
人
で
も
い
る
世
帯
は
、
そ
の
世

帯
の
被
保
険
者
全
員
が
現
役
並
み
所

得
者
と
な
り
、
一
部
負
担
金
の
割
合

は
３
割
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
収

入
額
に
よ
っ
て
１
割
負
担
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
（
該
当
者
に
は
、
案

内
を
し
ま
す
）。

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
中
の
所
得
額
な
ど
の
確

定
に
伴
い
、
７
月
中
旬
に
平
成
30
年

度
保
険
料
額
に
関
す
る
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

納
付
方
法　
特
別
徴
収（
年
金
天
引
）

と
普
通
徴
収
（
納
付
書
及
び
口
座

振
替
）
の
２
種
類
が
あ
り
、
特
別

徴
収
は
申
請
に
よ
り
普
通
徴
収（
口

座
振
替
）
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※　

既
に
手
続
を
し
た
人
は
、
改
め

て
手
続
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

変
更
手
続

①
市
へ
保
険
料
の
支
払
方
法
変
更
の

申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
金
融
機
関
で
口
座
振
替
依
頼
の
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

口
座
振
替
で
納
付
し
た
人
が
、
そ

の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
申
請

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
、

住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
て
い

る
場
合
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す

る
こ
と
で
、
入
院
し
た
場
合
や
外
来

で
高
額
な
治
療
を
受
け
た
場
合
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
認
定
証
の
申
請

手
続
が
必
要
で
す
。
申
請
し
た
月
の

初
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
、
有
効
期
間
が
７
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
も
引

き
続
き
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合

は
、
７
月
中
に
新
し
い
認
定
証
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
更
新
の
手
続
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

☎
�
９
４
１
２

　

こ
の
制
度
は
、
福
祉
医
療
対
象
者

（
重
度
心
身
障
が
い
者
及
び
ひ
と
り

親
家
庭
）に
医
療
費（
自
己
負
担
分
）

の
助
成
を
行
い
、
健
康
の
保
持
と
生

活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

福
祉
医
療
を
受
け
ら
れ
る
人

⑴　
65
歳
以
上
で
引
き
続
き
３
か
月

以
上
の
寝
た
き
り
の
状
態
で
他
人

の
介
護
が
必
要
な
人
（
助
成
期
間

は
１
年
限
り
）

⑵　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２

級
を
持
っ
て
い
る
人

⑶　

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は
４

級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お
お
む

ね
Ｉ
Ｑ
50
以
下
と
診
断
さ
れ
た
人

⑷　

療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人

⑸　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
を
持
っ
て
い
る
人

⑹　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２

級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
３
級
又
は
４
級
を
持
っ

て
い
る
人

⑺　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２

級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お
お
む

ね
Ｉ
Ｑ
50
以
下
と
診
断
さ
れ
た
人

⑻　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
（
18
歳
未

満
又
は
高
校
第
３
学
年
修
了
ま
で

の
児
童
（
20
歳
未
満
）
を
養
育
す

る
配
偶
者
の
い
な
い
人
及
び
児

童
）

※　

健
康
保
険
未
加
入
者
は
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

※　

⑴
～
⑺
の
20
歳
以
上
の
人
は
、

所
得
制
限
（
特
別
障
害
者
手
当
の

所
得
額
を
準
用
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
所
得
額
に
は
障
害
年
金
な
ど

の
非
課
税
収
入
も
含
ん
で
審
査
し

ま
す
。

※　

⑻
は
、
前
年
分
の
所
得
税
が
非

課
税
の
世
帯
が
対
象
で
す
。

自
己
負
担
額　

医
療
費
の
１
割
で
す
。

薬
局
な
ど
で
は
、
自
己
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※　

対
象
に
な
る
の
は
、
保
険
診
療

に
か
か
る
自
己
負
担
額
の
み
で
す
。

１か月１医療機関あたりの自己負担限度額
区分 入院 外来

市町村民税
課税世帯の人 20,000円 6,000円

市町村民税
非課税世帯の人 2,000円 1,000円

20歳未満の
障がい児（者） 2,000円 1,000円

※　医療機関などで、１割を超える又は自己負
担限度額を超える医療費を負担した場合は、
助成申請により医療費の払い戻しをします。

有
効
期
間　

原
則
と
し
て
１
年
で
す
。

転
出
や
年
齢
到
達
な
ど
何
ら
か
の

事
由
で
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
毎
年
10
月
１
日
が
更
新

日
で
、
引
き
続
き
助
成
を
受
け
る

場
合
は
手
続
が
必
要
で
す
。

※　

８
月
上
旬
に
更
新
の
案
内
を
送

付
し
ま
す
。 

問
合
せ　

医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

☎
�
９
４
１
１

　

平
成
30
年
７
月
下
旬
頃
に
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
、
総
合
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
人
全
員
に
、
負
担
割
合
を
記
載
し

た
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
発
送
す

る
予
定
で
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
さ
れ
る
際
は
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
と
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

者
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

65
歳
未
満
の
第
２
号
被
保
険
者
は
１

割
負
担
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課　

☎
�
１
５
２
０

国民健康保険加入者の窓口負担 後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら

の
お
知
ら
せ
で
す

福
祉
医
療
対
象
者
に
医
療
費

を
助
成
し
ま
す
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

伝 言 板
まちかど

対
象　

県
内
在
住
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
登
録
し
て
い
る
55
歳
以
上
の
人

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習

日
時　

７
月
24
日
㈫
～
８
月
３
日
㈮

の
平
日
（
９
日
間
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田

料
金　

無
料

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
講
習

日
時　

８
月
17
日
㈮
～
23
日
㈭
の
平

日
・
土
曜
日
（
６
日
間
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

場
所　

島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
西
部

研
修
会
館

料
金　

無
料

問
合
せ　

日
建
学
院
松
江
校

　

☎
０
８
５
２
�
３
６
１
８

　

又
は
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

日
時　

７
月
31
日
㈫

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　

浜
田
公
民
館

料
金　

無
料

問
合
せ　

島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士

会　

☎
０
８
５
２
�
３
５
２
０

日
時　

７
月
５
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

場
所　

浜
田
公
民
館

対
象　

聴
覚
障
が
い
者
で
手
話
の
で

き
る
人

日
時　

毎
月
第
４
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
４
時
（
要
予
約
）

問
合
せ　

浜
田
年
金
事
務
所

　

☎
�
０
６
７
０

石
央
ふ
れ
あ
い
余
芸
大
会

日
時　
12
月
２
日
㈰

　

午
後
１
時
～
５
時

場
所　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演
者
募
集
（
選
考
）

申
込
み　

８
月
17
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
浜
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事

務
局
へ　

☎
�
３
７
５
９

公
募
期
間
を
設
け
受
付
す
る
住
宅

　

緑
ヶ
丘
住
宅
・
黒
川
住
宅
・
長
浜

西
住
宅

※　

空
室
が
出
た
場
合
の
み
公
募

日
時　

７
月
18
日
㈬
～
31
日
㈫

問
合
せ　

島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　

☎
�
０
５
３
５

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

【
旭
】
ニ
ュ
ー
市
木
・
あ
さ
ひ
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ツ

【
弥
栄
】
大
坪
住
宅
（
１
Ｋ
）

【
三
隅
】
若
者
住
宅
（
１
Ｄ
Ｋ
）

問
合
せ　
金
城
・
旭
・
弥
栄

　

㈲
中
田
工
務
店　

☎
�
１
２
０
３

三
隅　

㈱
コ
ム
サ　

☎
�
２
９
９
９

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

　

日
脚
大
久
保
・
湯
屋
団
地
な
ど

問
合
せ　

島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　

☎
�
０
５
３
５

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

　

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

（
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・
金
城
）

問
合
せ　

浜
田
土
建
㈱

　

☎
�
１
４
１
７

内
容　

松
江
地
方
法
務
局
・
弁
護
士

　

・
税
理
士
な
ど
に
よ
る
相
談

（
弁
護
士
へ
の
相
談
は
要
予
約
）

問
合
せ　

島
根
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー
行
政
監
視
行
政
相
談
課

　

☎
０
８
５
２
�
３
６
３
０

浜田国際交流協会　国際交流教室・語学教室
講座 日時 場所 定員 料金 締切日

于清の中国語講座
～入門Ⅱ～

７月12日㈭～11月15日㈭の木曜日
午後１時30分～３時 浜田公民館 15人 3000円 ７月10日㈫

于清の中国語講座
～初級Ⅱ～

７月12日㈭～11月15日㈭の木曜日
午後７時～８時30分 浜田公民館 15人 3000円 ７月10日㈫

韓国語講座
～初級Ⅱ～

７月17日㈫～10月９日㈫の火曜日
午後７時～８時30分 浜田公民館 15人 3000円 ７月13日㈮

韓国語講座
～中級Ⅱ～

７月17日㈫～10月９日㈫の火曜日
午後４時～５時30分 浜田公民館 15人 3000円 ７月13日㈮

申込み　電話で浜田国際交流協会へ　☎�１２４１　　　　　　　　　　（各講座とも会員料金あり）

対
象　

母
子
家
庭
の
母
と
父
子
家
庭

の
父

日
時　

前
期
９
月
30
日
㈰
ま
で
、
後

期
10
月
１
日
㈪
～
平
成
31
年
１
月

31
日
㈭
（
１
コ
ー
ス
８
時
間
・
各

期
２
コ
ー
ス
ま
で
受
講
可
能
）

場
所　

わ
か
る
と
で
き
る
ゆ
め
タ
ウ

ン
浜
田
校

定
員　
16
人

料
金　

１
０
０
０
円

（
１
コ
ー
ス
、
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
み　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
島
根
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
へ

　

☎
０
８
５
２
�
５
９
２
０

被
保
険
者
証
の
更
新

　

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
桃
色
）
の
有
効

期
限
が
７
月
31
日
㈫
で
切
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
㈬
か
ら
の
新
し
い
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
緑
色
）
を

７
月
中
旬
に
緑
色
の
封
筒
に
入
れ
て

特
定
記
録
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
一

世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
世
帯
主
あ
て

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
加
入
し
て
い

る
人
全
員
の
被
保
険
者
証
が
届
い
た

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
未
加
入

で
も
、
宛
名
は
世
帯
主
に
な
っ
て
い

ま
す
。
内
容
物
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
は
、
加
入
者
名
義
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
の
記
載
内
容
を
確
認

　

万
一
、
被
保
険
者
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
世
帯
主
氏
名
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
医
療
保
険

課
国
保
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
分
で
訂
正
す
る
と
、
そ
の
被
保
険

者
証
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
一

体
化
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
70
歳

か
ら
74
歳
の
人
へ
は
、
被
保
険
者
証

と
は
別
に
自
己
負
担
割
合
が
２
割
、

又
は
３
割
と
記
載
さ
れ
た
「
高
齢
受

給
者
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
送
付
分
か
ら
被
保
険
者
証

と
一
体
化
し
、
一
枚
で
医
療
機
関
の

受
診
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
被
保
険
者
証
有
効
期
限

平
成
31
年
７
月
31
日

注
意
事
項

・
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
な
る
人

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

行
す
る
た
め
、
75
歳
の
誕
生
日
の

前
日
が
有
効
期
限
で
す
。

・
現
在
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当

し
、
７
月
31
日
ま
で
に
65
歳
に
な

る
人
は
、
誕
生
月
の
末
日
が
有
効

期
限
で
す
。

※　

有
効
期
限
以
降
に
使
用
す
る
被

保
険
者
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
途
送

付
さ
れ
ま
す
。

短
期
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

　

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

る
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る

人
に
は
、
滞
納
状
況
に
よ
り
、
短
期

被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

３
か
月
短
期
被
保
険
者
証

10
月
31
日
有
効
期
限

６
か
月
短
期
被
保
険
者
証

平
成
31
年
１
月
31
日
有
効
期
限

子
ど
も
短
期
被
保
険
者
証

平
成
31
年
１
月
31
日
有
効
期
限

※　
18
歳
未
満
の
人
の
無
保
険
状
態

を
解
消
す
る
措
置
で
す
。

有
効
期
限
切
れ
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
（
８
月
１
日
以
降
無
効
）

は
、
返
還
不
要
で
す

　

８
月
１
日
以
降
、
は
さ
み
で
細
か

く
切
断
す
る
な
ど
、
不
正
使
用
さ
れ

な
い
よ
う
に
確
実
に
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

有
効
期
限
内
に
資
格
の
変
更
な

ど
の
届
出
を
す
る
場
合
は
、
被
保

険
者
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

の
に
届
い
た
と
き
は

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
勤
務
先
の
健

康
保
険
（
全
国
健
康
保
険
協
会
管
掌

健
康
保
険
、
健
康
保
険
組
合
及
び
共

済
組
合
な
ど
）
に
加
入
（
扶
養
も
含

む
。）
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
の
届

出
が
必
要
で
す
。
勤
務
先
で
は
、
国

民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
は
行

い
ま
せ
ん
。
加
入
時
と
同
様
に
本
人

や
家
族
が
手
続
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

資
格
喪
失
手
続
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
（
全
国
健
康

保
険
協
会
管
掌
健
康
保
険
、
健
康

保
険
組
合
及
び
共
済
組
合
な
ど
）

の
保
険
証
（
被
扶
養
者
全
員
の
健

康
保
険
証
）

　

今
年
度
か
ら
浜
田
市
立
幼
稚
園
・

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
夏
季
休
業

中
に
次
の
と
お
り
学
校
閉
庁
期
間
を

設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

８
月
13
日
㈪
～
15
日
㈬
の
間
の
緊

急
時
な
ど
の
連
絡
は
、
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
に
し
て
く
だ
さ
い
。
学

校
教
育
課
か
ら
学
校
の
管
理
職
へ
連

絡
し
ま
す
。

学
校
閉
庁
期
間　

８
月
11
日
～
15
日
の
５
日
間

緊
急
連
絡
先
・
問
合
せ

　

学
校
教
育
課　

☎
�
９
７
１
０　

被保険者証兼高齢受給者証のイメージ

・
世
帯
主
及
び
対
象
者
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
又
は
通
知
カ
ー
ド

・
印
鑑

問
合
せ　

医
療
保
険
課
国
保
係

☎
�
９
４
１
０

Facebook
「いいね！」お願いします

問合せ　開府400年推進室　☎�９２２８

元和５年１６１９年 浜田開府400年 平成31年  ２０１９年
其の一
　浜田藩は、元和５年に伊勢国松坂から浜田に転封した初代藩主・古田重治によって開かれました。
其の二
　浜田市内の津和野藩領、浜田藩領は、城下町の建設や港の整備によって、経済・社会が一体的に発展しました。
其の三
　平成31年は浜田藩が成立してから400年を迎える節目の年です。
其の四
　開府400年となる今、みんなでまちのルーツを探り、ふるさとへの愛着と誇りを高めましょう。

平成31年は浜田開府400年 ～みんなで盛り上げよう！ 浜田開府400年～

元和５年 浜田開府400年 平成31年

教
室・講
座

高
齢
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

相
　
　談

島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
登
記
相
談

島
根
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

浜
田
合
同
行
政
相
談
所

浜
田
年
金
事
務
所

手
話
に
よ
る
年
金
相
談

募
　
　集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

石
央
ふ
れ
あ
い
余
芸
大
会

出
演
団
体
募
集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

浜
田
国
際
交
流
協
会

国
際
交
流
教
室
・
語
学
教
室

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新
を
行
い
ま
す

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

市
立
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校

夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
庁
期

間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

有

料

広

告
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日
時　

７
月
21
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内
容　

追
悼
式
・
語
り
継
ぐ
会　

場
所　

濱
田
護
国
神
社
参
集
殿

問
合
せ　

濱
田
護
国
神
社
内　

ノ
モ

ン
ハ
ン
を
語
り
継
ぐ
会
事
務
局　

☎
�
０
６
７
４

日
時　

７
月
21
日
㈯
～
９
月
２
日
㈰

場
所　

石
州
和
紙
会
館
及
び
ア
ク
ア

み
す
み
ロ
ビ
ー

料
金　

無
料

問
合
せ　

石
州
和
紙
会
館

　

☎
�
４
１
７
０

日
時　

７
月
18
日
㈬

　

午
後
６
時
～
７
時

演
題・講
師　
「
の
ど
を
鍛
え
て
「
肺

日
時　

７
月
18
日
㈬
・
９
月
19
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
40
分

（
希
望
者
に
は
午
後
に
個
別
相
談
・

模
擬
授
業
体
験
を
実
施
）

場
所　

島
根
県
立
盲
学
校（
松
江
市
）

申
込
み　

７
月
４
日
㈬
及
び
９
月
５

日
㈬
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
島

根
県
立
盲
学
校
へ

　

☎
０
８
５
２
�
８
２
２
１

日
時　

７
月
16
日
㈷

　

午
前
８
時
～
10
時
30
分
（
予
定
）

場
所　

国
府
海
水
浴
場
砂
浜

問
合
せ　

観
光
交
流
課
石
見
神
楽
係

☎
�
９
５
３
１

安
全
祈
願
祭

　

７
月
15
日
㈰　

午
前
９
時
30
分

遊
泳
期
間

　

７
月
15
日
㈰
～
８
月
19
日
㈰

※　

海
岸
で
の
キ
ャ
ン
プ
・
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
禁
止

問
合
せ　

浜
田
市
観
光
協
会

　

☎
�
１
０
８
５

対
象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
時　

７
月
15
日
㈰

日
時　

７
月
15
日
㈰

　

午
後
４
時
～
９
時

場
所　

国
府
海
岸
周
辺

　
（
雨
天
時
、
国
府
小
学
校
体
育
館
）

問
合
せ　

l

ラ

ニ

ani k

コ

ク

フ

okuhu k

カ
イ

ai

　

iw
am

i.um
ifes@

gm
ail.com

日
時　

７
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

場
所　

弥
栄
会
館

料
金　

無
料

問
合
せ　

弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

市
民
窓
口
係　

☎
�
２
６
５
６

日
時　

７
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分
頃

場
所　

市
役
所
東
分
庁
舎
前
駐
車
場

に
集
合

内
容　

日
本
遺
産
認
定
を
受
け
た
外

ノ
浦
を
巡
る
町
あ
る
き
ツ
ア
ー

定
員　

先
着
30
人

料
金　

無
料

申
込
み　

電
話
で
観
光
交
流
課
石
見

神
楽
係
へ　

☎
�
９
５
３
１

日
時　

７
月
13
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　

み
ど
り
か
い
か
ん

定
員　
50
人

料
金　

無
料

申
込
み　

電
話
で
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
輝

ら
ら
へ　

☎
�
３
２
０
１

対
象　

大
学
生
以
上

日
時　

７
月
22
日
㈰

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
12
人

料
金　

６
０
０
円（
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　

７
月
19
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
浜
田
国
際
交
流
協
会
へ

　

☎
�
１
２
４
１

炎
」
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
」
龍
里

智
子
さ
ん
（
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

摂
食
嚥
下
障
害
看
護
認
定
看
護
師
）

場
所　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

　

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理

課　

☎
�
０
５
０
５

　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

国
府
海
水
浴
場

定
員　
50
人

料
金　

無
料

申
込
み　

７
月
８
日
㈰
ま
で
に
浜
田

サ
ー
フ
ィ
ン
協
会 

波
多
野
さ
ん
へ

　

☎
０
９
０-

４
６
５
２-

７
０
８
６

日
時　

７
月
21
日
㈯　

午
後
２
時
～

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

　

・
虹　

事
務
局

　

☎
０
９
０-

４
６
９
２-

５
９
６
０

日
時　

７
月
20
日
㈮　

午
後
６
時
～

場
所　

こ
く
ぶ
学
園
正
面
玄
関
前

問
合
せ　

こ
く
ぶ
学
園

　

☎
�
０
０
８
４

料
金

　

前
売
券　

一
般　
　

１
２
０
０
円

　

小
学
生
～
大
学
生　
　

６
０
０
円

　

当
日
券　

一
般　
　

１
４
０
０
円

　

小
学
生
～
大
学
生　
　

８
０
０
円

（
ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン
と
交
換
可
）

問
合
せ　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

　

☎
�
２
１
０
０

日
時　

７
月
28
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　

マ
リ
ン
大
橋
入
口
付
近

清
掃
場
所　

マ
リ
ン
大
橋
周
辺

問
合
せ　

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　

牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

日
時　

７
月
12
日
㈭

　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金　

無
料

申
込
み　

西
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
相
談
支
援
課
へ

　

☎
０
８
５
５
�
５
７
７
９

日
時　

７
月
８
日
㈰　

午
後
５
時
30

分
～
７
時
（
予
定
）

場
所　

浜
田
港
福
井
埠
頭
３
号
岸
壁

料
金　

無
料

申
込
み　

当
日
、
浜
田
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
前
で
受
付
（
顔
写
真
付
き
の

身
分
証
明
書
が
必
要
・
高
校
生
以

下
保
護
者
同
伴・船
内
見
学
不
可
）

問
合
せ　

浜
田
港
振
興
会
ク
ル
ー
ズ

振
興
担
当　

☎
�
７
７
３
３

日
時　

７
月
８
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

長
浜
公
民
館　

２
階
研
修
室

講
師　

安
東
三
郎
さ
ん
（
島
根
県
伝

統
工
芸　
石
州
長
浜
人
形
工
芸
士
）

料
金　

無
料

問
合
せ　

長
浜
公
民
館　

☎
�
４
６

１
４　

又
は
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係　

☎
�
９
７
２
０

日
時　

７
月
８
日
㈰　

①
午
前
10
時

～　

②
午
後
１
時
～　

③
午
後
３

時
30
分
～（
上
映
時
間
１
２
５
分
）

・
石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

・
特
別
企
画

　
　
　

午
後
０
時
30
分
～
０
時
50
分

場
所　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

日
時　

７
月
８
日
㈰

　

午
後
１
時
～
５
時

場
所　

波
佐
公
民
館　

大
集
会
室

内
容　

江
本
嘉
伸
さ
ん
の
基
調
講
演

　

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

料
金　

無
料

問
合
せ　

能
海
寛
研
究
会
事
務
局

　

☎
０
９
０-

４
６
９
７-

２
８
１
８

日
時　

７
月
７
日
㈯　

午
後
２
時
～

３
時
15
分
・
午
後
６
時
～
７
時
15
分

場
所　

い
わ
み
ー
る　

体
育
室

料
金　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　

電
話
・
メ
ー
ル
で
浜
田
お

や
こ
劇
場
へ　

☎
�
６
３
９
６

紺
屋
町
商
店
街

日
時　

７
月
７
日
㈯
・
14
日
㈯　

午

後
７
時
～
９
時
30
分（
雨
天
中
止
）

場
所　

こ
ん
や
ま
ち
商
店
街
ふ
れ
あ

い
ロ
ー
ド
（
歩
行
者
天
国
）

問
合
せ　

藤
井
仏
具
店

　

☎
�
３
８
３
５

新
町
商
店
街

日
時　

７
月
21
日
㈯
・
28
日
㈯　

午

後
７
時
～
９
時
30
分（
雨
天
中
止
）

場
所　

新
町
通
り
（
歩
行
者
天
国
）

問
合
せ　

平
野
屋　

☎
�
０
２
３
６

銀
天
街　
神
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

日
時　

７
月
28
日
㈯　

午
後
４
時
～

11
時
（
雨
天
中
止
）

場
所　

浜
田
駅
前
銀
天
街
ど
ん
ち
っ

日
時　

７
月
１
日
㈰
～
８
月
31
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

日
時　

①
９
月
１
日
㈯　

午
前
10
時

～
正
午　

②
９
月
１
日
㈯　

午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分　

③
10
月

ち
タ
ウ
ン
周
辺
（
歩
行
者
天
国
）

問
合
せ　

佐
古
さ
ん

　

☎
０
９
０-

８
７
１
０-

３
９
７
９

殿
町
商
店
街　
さ
ま
ー
イ
ン
と
の
ま
ち

日
時　

７
月
29
日
㈰　

午
後
６
時
～

９
時
30
分（
小
雨
決
行・雨
天
中
止
）

場
所　

石
神
社
境
内

問
合
せ　

ポ
ム
・
ア
ン
・
ク
ル
ー
ト

　

☎
�
５
５
３
１

場
所　

浜
田
郷
土
資
料
館

料
金　

無
料

問
合
せ　

浜
田
郷
土
資
料
館

☎
�
６
４
５
３

日
時　

９
月
～
平
成
31
年
（
２
０
１

９
年
）
８
月
ま
で

　

毎
月
２
回
程
度

場
所　

内
村
町

定
員　
15
人
（
選
考
）

料
金　

年
会
費
２
０
０
０
円

申
込
み　

７
月
13
日
㈮
ま
で
に
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
営

農
企
画
課
へ　

☎
�
８
８
１
２

７
日
㈰　

午
後　

④
11
月
18
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午
（
①
～
④
全
て

の
講
座
を
受
講
で
き
る
こ
と
）

場
所　

浜
田
合
同
庁
舎
・
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
な
ど

内
容　

韓
国
語
講
座
・
テ
コ
ン
ド
ー

演
武
観
賞
・
韓
国
料
理
教
室
な
ど

料
金　

無
料

申
込
み　

７
月
30
日
㈪
ま
で
に
申
込

書
を
島
根
県
文
化
国
際
課
へ

　

☎
０
８
５
２
�
６
４
６
３

一
般
男
子・女
子
コ
ー
ス（
初
心
者
）

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス
（
小
学
生
以
下
）

日
時　

８
月
20
日
㈪
～
10
月
22
日
㈪

　

毎
週
月
曜
日
（
延
べ
10
回
）

　

午
後
７
時
～
９
時

場
所　

石
見
海
浜
公
園

定
員　
両
コ
ー
ス
合
わ
せ
て
先
着
40
人

料
金　

一
般　
　
　

３
０
０
０
円

　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア　

１
５
０
０
円

申
込
み　

申
込
書
と
参
加
料
を
石
見

海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ

　

☎
�
２
２
３
１

対
象　
25
ｍ
泳
げ
な
い
５
歳
以
上
の

子
ど
も

日
時　

①
７
月
24
日
㈫
～
27
日
㈮

　
　
　

②
８
月
７
日
㈫
～
10
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
15
分

場
所　

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

定
員　

各
回
先
着
40
人

料
金　
６
０
０
０
円（
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
へ　

☎
�
０
２
３
０

ノ
モ
ン
ハ
ン
を
語
り
継
ぐ
会

石
州
和
紙
会
館

石
州
和
紙
う
ち
わ
ア
ー
ト
展

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

島
根
県
立
盲
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

ホ
ン
ダ
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

（
海
岸
清
掃
）

国
府
海
水
浴
場
海
開
き

浜
田
サ
ー
フ
ィ
ン
協
会

キ
ッ
ズ
サ
ー
フ
ィ
ン
ス
ク
ー
ル

石
見
・
海
フ
ェ
ス
in
国
府
海
岸

学
び・健
や
か・暮
ら
し
い
き
い
き

生
涯
学
習
と
健
康
福
祉
の
集
い

わ
が
街
・
再
発
見

～
日
本
遺
産
認
定
「
北
前
船
寄
港

地
・
船
主
集
落
」
外
ノ
浦
を
巡
る
～

サ
ン
ガ
ー
デ
ン
輝
ら
ら

楽
ワ
ザ
介
護
入
門
セ
ミ
ナ
ー

浜
田
国
際
交
流
協
会

国
際
交
流
ミ
ニ
サ
ロ
ン

～
Ｐ
ａ
ｍ
と
タ
イ
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
体
験
～

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

こ
く
ぶ
学
園 

夕
涼
み
会

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

浜
田
圏
域
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
支
援
研
修
会

「
高
次
脳
機
能
障
害
者
の

　
　
　
　
暮
ら
し
を
支
え
る
」

ク
ル
ー
ズ
客
船

「
コ
ス
タ・ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」

埠
頭
か
ら
の
見
学

石
央
文
化
ホ
ー
ル
映
画
上
映
会

「
愛
を
積
む
ひ
と
」

長
浜
人
形
講
演
会

浜
田
お
や
こ
劇
場　
鑑
賞
例
会

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
一
家
公
演

「
笑
劇
☆
紙
芝
居
し
ば
い 

そ
の
１
」

浜
田
市
商
店
街　
土
曜
夜
市

浜
田
郷
土
資
料
館

写
真
展
「
群
青
の
海
」

お
出
か
け

能
海
寛
生
誕
１
５
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―
世
界
仏
教
へ
の
道
―

海
外
理
解
講
座

「
韓
国
コ
ー
ス
」

農
業
の
基
礎
講
座
・
体
験
学
習

き
ん
さ
い
市
場

営
農
塾

石
見
海
浜
公
園

秋
季
テ
ニ
ス
教
室

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

夏
期
短
期
教
室
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企
画
展
「
ゆ
か
た 

浴
衣 

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ

Ｔ
Ａ　
す
ず
し
さ
の
デ
ザ
イ
ン
、
い

ま
む
か
し
」

日
時　

７
月
14
日
㈯
～
９
月
３
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

（
入
館
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　

毎
週
火
曜
日

（
８
月
14
日
は
開
館
）

場
所　

石
見
美
術
館

料
金　

一
般　
　

１
０
０
０
円

　
　
　

大
学
生　
　

６
０
０
円

　
　
　

小
中
高
生　

３
０
０
円

島
根
県
無
形
民
俗
文
化
財　
益
田
糸

操
り
人
形
グ
ラ
ン
ト
ワ
定
期
公
演

日
時　
７
月
８
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

場
所　

グ
ラ
ン
ト
ワ　

小
ホ
ー
ル

出
演　

益
田
糸
操
り
人
形
保
持
者
会

料
金　

一
般　
　

５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料・会
員
料
金
あ
り
）

Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
神
奈
川
芸
術
劇
場
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」

日
時

①
８
月
21
日
㈫　

午
後
６
時
30
分

②
８
月
22
日
㈬　

午
前
11
時
30
分

場
所　

大
ホ
ー
ル
・
舞
台
上

内
容　

人
気
・
実
力
を
備
え
た
ダ
ン

サ
ー
た
ち
に
よ
る
舞
台
公
演

料
金　

全
席
自
由

　

一
般
大
人　
　

３
５
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

１
５
０
０
円

　

親
子
ペ
ア
券　

４
５
０
０
円

（
会
員
料
金
あ
り
）

※　

３
歳
以
下
入
場
不
可

夏
休
み
期
間
（
７
月
20
日
㈮
～
８
月

31
日
㈮
）
は
毎
日
開
館

特
別
展

「
ビ
ッ
ク
リ
！
貝
ま
つ
り

　
～
ア
イ
ツ
も
コ
イ
ツ
も
実
は
貝
～
」

日
時　

７
月
14
日
㈯
～
９
月
17
日
㈷

場
所　

ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

日
時　

７
月
～
９
月
の
土・日・祝
日

（
７
月
20
日
㈮
～
８
月
10
日
㈮
・
８

月
17
日
㈮
～
31
日
㈮
は
毎
日
開
催
）

　

午
前
11
時
～
・
午
後
２
時
～

場
所　

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

定
員　

各
回
15
人

料
金　

無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　

当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
に
ょ
き
に
ょ
き　
し
ば
の
生
え
る

ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
を
作
ろ
う
！
」

対
象　

未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　

７
月
９
日
㈪

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　

ア
ク
ア
ス
館
内

料
金　

１
個
２
０
０
円（
先
着
20
個
）

申
込
み　

当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

「
夜
の
ア
ク
ア
ス
と
身
近
な
海
体
験
！

　
～
水
槽
の
前
で
お
泊
り

＆ 

地
引
網
体
験
～
」

対
象　

小
・
中
学
生
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

日
時　

７
月
21
日
㈯

　

午
後
４
時
～
翌
午
前
９
時

場
所　

ア
ク
ア
ス
館
内
・
久
代
海
岸

定
員　
60
人
（
抽
選
）

料
金　

１
人
１
０
０
０
円

（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

申
込
み　

７
月
６
日
㈮
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で

「
地
引
網
に
挑
戦
！
」

日
時　

７
月
22
日
㈰　

午
前
６
時

場
所　

ア
ク
ア
ス
前
久
代
海
岸

料
金　

無
料
（
申
込
み
不
要
・
漁
獲

物
の
持
ち
帰
り
不
可
）

７
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

１
日
㈰　

追
原
神
楽
社
中

８
日
㈰　

石
見
神
楽
宇
野
保
存
会

　
15
日
㈰　

日
脚
神
代
神
楽
社
中

16
日
㈷　

石
見
神
楽
佐
野
神
楽
社
中

22
日
㈰　

岡
見
神
遊
座

29
日
㈰　

岡
崎
神
楽
社
中

時
間　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場

ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　

島
根
物
産
商
事
㈱

　

☎
�
３
３
８
８

日
時　

８
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
～

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

和
室

料
金　

参
加
料
５
０
０
円
・
弁
当
代

５
０
０
円

申
込
み　

８
月
10
日
㈮
正
午
ま
で
に

申
込
書
を
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
へ　

☎
�
９
７
２
０

対
象　

高
校
生
以
上

日
時　
８
月
19
日
㈰　

午
前
８
時
受
付

場
所　

石
見
海
浜
公
園

定
員　
60
チ
ー
ム
（
男
女
混
成
・
女

性
の
み
）

料
金　

１
チ
ー
ム　

４
０
０
０
円

申
込
み　

７
月
31
日
㈫
ま
で
に
申
込

書
と
参
加
料
を
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
へ　

☎
�
２
２
３
１

対
象　

小
学
生
以
上

日
時　

８
月
26
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
受
付

場
所　

石
見
海
浜
公
園

定
員　
24
チ
ー
ム

料
金　

１
チ
ー
ム　

４
０
０
０
円

申
込
み　

８
月
17
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
と
参
加
料
を
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
へ　

☎
�
２
２
３
１

日
㈫　

③
10
月
30
日
㈫

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

浜
田
保
健
所
３
階
多
目
的
室

定
員　

各
回
20
人

料
金　

無
料

申
込
み　

８
月
７
日
㈫
ま
で
に
申
込

書
を
島
根
県
立
心
と
体
の
相
談
セ

ン
タ
ー
相
談
判
定
課
へ

　

☎
０
８
５
２
�
５
９
０
５

対
象　

中
学
校
を
卒
業
し
た
ひ
き
こ

も
り
当
事
者
の
い
る
家
族

日
時　

①
８
月
21
日
㈫　

②
９
月
25

日
時　

８
月
７
日
㈫　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分
（
予
定
）

場
所　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね　

い
わ
み
中
央

地
区
本
部
集
合　

金
城
町
波
佐
へ

定
員　

先
着
25
人

料
金　

無
料

申
込
み　

７
月
９
日
㈪
か
ら
27
日
㈮

ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
営
農

企
画
課
へ　

☎
�
８
８
１
２

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

日
時　

８
月
５
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
三
隅
中
央
会
館・大
麻
山
周
辺

定
員　
20
人

料
金　

小
・
中
学
生　

１
２
０
０
円

　
　
　

高
校
生
以
上　

１
５
０
０
円

申
込
み　

７
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
三
隅
支
所
産
業
建
設
課
産
業
振

興
係
へ　

☎
�
２
８
０
３

日
時　

８
月
４
日
㈯　

午
後
４
時
～

10
時
（
予
定
）

（
小
雨
決
行
・
荒
天
の
場
合
は
花
火

の
み
５
日
㈰
に
順
延
）

場
所　

浜
田
漁
港
周
辺

問
合
せ　

浜
田
市
観
光
協
会
内

　

浜
っ
子
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局　

☎
�
１
０
８
５

日
時　

８
月
３
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　

い
わ
み
ー
る 

４
０
３
会
議
室

講
師　

越
野
由
美
子
さ
ん
（
２
級

キ
ャ
リ
ア･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

技
能
士
）

定
員　

先
着
20
人

料
金　

無
料

問
合
せ　

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ

ン
タ
ー
浜
田　

☎
�
５
１
１
１

日
時　

８
月
２
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　

長
野
操
子
さ
ん

定
員　
20
人
（
抽
選
と
し
、
結
果
を

申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。）

料
金　

５
０
０
円

申
込
み　

７
月
２
日
㈪
か
ら
12
日
㈭

ま
で
に
申
込
書
を
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

・
メ
ー
ル
・
持
参
で
水
産
振
興
課

内　

浜
田
市
水
産
業
振
興
協
会
へ

　

☎
�
９
５
２
０

対
象　

小
学
生
以
上

日
時　

７
月
29
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　

石
見
公
民
館
に
集
合　

東
公

園
周
辺
で
撮
影

料
金　

無
料

申
込
み　

７
月
25
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振
興
係

へ　

☎
�
９
７
３
０

日
時　

７
月
23
日
㈪
～
８
月
30
日
㈭

の
月
～
木
曜
日
の
希
望
す
る
１
日

又
は
午
前
半
日

場
所　

波
佐
診
療
所
・
あ
さ
ひ
診
療

所
・
弥
栄
診
療
所

料
金　

無
料

申
込
み　

７
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
地
域
医
療
対
策
課
医
療
対
策
係

へ　

☎
�
９
３
１
０

日
時　

７
月
22
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

対
象　

成
人

日
時　

７
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
～

午
後
４
時
10
分
・
７
月
22
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
40
分

場
所　

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

講
師　

北
本
雅
巳
さ
ん
（
日
展
会

員
・
東
光
会
理
事
）

料
金　

６
５
０
０
円

申
込
み　

７
月
13
日
㈮
ま
で
に
は
が

き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
山
光
会　

近
藤
隆

夫
さ
ん
へ　

☎
・
FAX
�
５
９
２
４

対
象　

市
内
在
住
の
平
成
31
年
度
小

学
校
入
学
予
定
の
幼
児
と
保
護
者

日
時　

７
月
21
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所　

浜
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

定
員　
35
組

料
金　

１
組
５
０
０
円
（
幼
児
と
保

護
者
一
人
ず
つ
の
場
合
）

申
込
み　

７
月
９
日
㈪
正
午
ま
で
に

電
話
で
浜
田
市
学
校
給
食
会
へ

　

☎
�
８
６
０
０

集
合
場
所　
国
民
宿
舎
千
畳
苑
駐
車
場

料
金　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　

☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　

☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

浜
田
市
教
育
長
杯

子
ど
も
囲
碁
大
会

石
見
海
浜
公
園

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

石
見
海
浜
公
園

ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル
in
海
浜
公
園

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

不
安
や
焦
る
気
持
ち
を
和
ら
げ
る

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

ト
マ
ト
農
家
の
圃
場
視
察・料
理
教
室

地
元
産
の
ト
マ
ト
を

お
い
し
く
食
べ
よ
う
！

夏
休
み
に
本
格
的
な
昆
虫
標
本
づ
く
り

大
麻
山
の
昆
虫
調
べ

港
町
浜
田
の
夜
を
彩
る
５
０
０
０
発
の
花
火

２
０
１
８
石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

ミ
ド
ル・シ
ニ
ア
仕
事
セ
ン
タ
ー
浜
田

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

中
学
生
・
高
校
生

夏
季
医
療
体
験
実
習

第
１
８
８
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

伊
能
忠
敬
測
量
ル
ー
ト
を
訪
ね

生
湯
町
の
中
国
自
然
歩
道
を
歩
く

第
50
回
記
念 

浜
田
市
美
術
展

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
写
真
教
室
」

山
光
会
浜
田
洋
画
講
習
会

―
裸
婦
写
生
会
―

浜
田
市
学
校
給
食
会

親
子
給
食
会
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

����������������������������������������������

30広報はまだ：平成30年７月号31 広報はまだ：平成30年７月号

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
民
研
究
員
第
１
回
全
体
会
を

開
催
し
ま
し
た

15
期
生
就
職
状
況

公
開
講
座
の
ご
案
内

■ホリデー創作活動
創作活動 開催日

（７月） 参加費

黒板づくり ７日㈯
８日㈰ 500円

ミラクルミラー
ボックス 16日㈷ 300円

びっくりかくれ箱 21日㈯
22日㈰ 100円

紙粘土で飾るライト 28日㈯ 300円

ダンボールの椅子 29日㈰ 300円
※　活動は午後１時から４時ま

で（受付は当日３時30分まで
に１階創作室にて）

　

こ
の
４
月
に
島
根
県
立
大
学
総
合

政
策
学
部
の
教
授
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
村
山
誠
と
申
し
ま
す
。
出
身
は

神
奈
川
県
で
す
。
私
は
自
然
が
大
好

き
な
の
で
、
浜
田
市
で
の
生
活
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
専
門
分
野
は
経
営
学
及
び
商

学
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、「
京

セ
ラ
の
ア
メ
ー
バ
経
営
」
や
「
人
や

組
織
の
意
思
決
定
問
題
」
な
ど
を
研

究
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
島
根
県
立

大
学
で
は
「
経
営
戦
略
論
」「
経
営

組
織
論
」「
現
代
企
業
論
」
を
担
当

い
た
し
ま
す
。

　

私
は
島
根
県
立
大
学
に
赴
任
す
る

前
は
企
業
に
28
年
間
勤
務
し
、
情
報

シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
対
策
を
担
当
し
て
お
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
企
業
で
の
実
務
経

験
と
大
学
で
の
研
究
活
動
を
活い

か
し

て
、
島
根
県
や
浜
田
市
の
発
展
に
少

し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
４
月
に
島
根
県
立
大
学
の
総

合
政
策
学
部
に
着
任
い
た
し
ま
し
た

鈴
木
遵
也
と
申
し
ま
す
。
私
は
地
域

の
財
政
や
経
済
を
専
門
と
し
て
研
究

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
は
い
ま
深
刻
な
人
口
減
少
や

高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
浜
田
市
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
課

題
は
今
後
益
々
加
速
し
て
い
く
た

め
、限
ら
れ
た
資
源
（
ヒ
ト・モ
ノ・

カ
ネ
）
を
ど
の
よ
う
に
有
効
に
活
用

し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

私
は
こ
の
よ
う
な
地
域
が
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
理
論
や
デ
ー
タ
に
よ

る
様
々
な
考
察
や
検
証
を
行
い
、
地

域
経
済
が
発
展
す
る
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
か
を
、

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
19
日
㈪
、
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
２
１
６
人
が
就
職
・
進
学
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
歩
み
出
し
ま

し
た
。

　

業
種
別
で
は
、
卸
売
・
小
売
業
及

び
製
造
業
の
就
職
者
が
共
に
16
％
と

最
も
高
く
、
次
い
で
金
融
・
保
険
業

が
14
％
と
な
っ
て
お
り
、
第
15
期
生

の
就
職
内
定
率
は
96
％
（
平
成
30
年

５
月
１
日
時
点
）
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
よ
り
、
今
年

も
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

卒
業
し
た
県
大
生
は
、
浜
田
市
の

皆
さ
ん
と
の
思
い
出
を
胸
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
進
路
で
活
躍
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
と
も
本
学
学
生
へ
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

哲
学
カ
フ
ェ
し
ま
ね
「
正
義
」
と
は

何
か

日
時
　７
月
11
日
㈬

　
　
　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

会
場　

講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

講
師

　松
尾　

哲
也
（
浜
田
キ
ャ
ン

　

パ
ス
准
教
授
）

問
合
せ

　

地
域
連
携
課　

☎
�
２
３
９
６

教
授　
村
山　
誠

　

５
月
19
日
に
今
年
度
第
１
回
全
体

会
を
開
催
し
、
セ
ン
タ
ー
研
究
員
に

よ
る
「
ロ
シ
ア
正
教
会
の
１
０
３
０

年
」
と
題
し
た
講
演
や
、
大
学
院
生

と
の
共
同
研
究
に
関
す
る
情
報
交
換

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
知
的
交
流
を
通
じ

た
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　

企
画
調
整
室　

☎
�
２
２
０
１

准
教
授　
鈴
木　
遵
也

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
14
日
㈯
か
ら

体
験
型
の
作
品
を
と
お
し
、
ア
ー
ト
の
面

白
さ
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
か
く
れ
ん
ぼ
」
で
す
。
作
品
に

隠
さ
れ
て
い
る
秘
密
を
見
つ
け
な
が
ら
、
鑑

賞
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

会
期　

７
月
14
日
㈯
～
９
月
24
日

（振）

料
金　

一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

■
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
ゆ
め
の
世
界
を
旅
し
よ
う
！
》

◎
７
月
14
日
㈯　

指
導　

松
村
泰
三
さ
ん
（
出
品
作
家
）

参
加
料　

３
０
０
円

定
員　

先
着
30
人

《
楽
し
い
コ
サ
ー
ジ
ュ
＆
ワ
ッ
ペ
ン
づ
く
り
》

◎
７
月
15
日
㈰　

指
導　

ゆ
に
こ
こ
さ
ん

　
（
出
品
作
家
）

参
加
料　

３
０
０
円　

定
員　

先
着
40
人

■
出
張
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
ア
ニ
マ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
つ
く
ろ
う
！
》

◎
７
月
14
日
㈯　

午
後
７
時
～
９
時
頃

　
（
雨
天
中
止
）　　
　
　
　
　
　
　

場
所　

紺
屋
町
商
店
街

指
導　

関
野
宏
子
さ
ん
（
出
品
作
家
）

参
加
料　

無
料

■
西
部
高
等
技
術
校
出
前
教
室
開
催

◎
７
月
８
日
㈰　

正
午
～
午
後
３
時

定
員　

先
着
30
人
（
参
加
無
料
）

７月の休館日
月曜日　２日・９日 振替休 17日㈫
展示替　10日㈫～13日㈮

  

夏
の
星
座
を
み
ん
な
で
観
察
し
ま
せ
ん
か
。

図
書
館
の
本
な
ど
を
使
っ
て
調
べ
学
習
を
し

た
後
、
双
眼
鏡
を
使
っ
て
星
空
を
観
察
し
ま

す
。

日
時  

７
月
28
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
～   

　

８
時
45
分
（
予
定
）

場
所　

中
央
図
書
館
、
及
び
周
辺

対
象　

小
学
校
１
～
６
年
生（
保
護
者
同
伴
）

定
員

　先
着
10
組
（
未
就
学
児
同
伴
可
）

申
込
み　

７
月
24
日
㈫
ま
で
に
中
央
図
書
館

　

に
電
話
、
又
は
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

　

さ
い
。　

星
空
観
察
会
参
加
者
募
集

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
応
援
講

座
を
開
催
し
ま
す

　

今
年
も
図
書
館
の
資
料
を
使
っ
た
調
べ
る

学
習
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
調
べ
た
い
こ
と
を
ど

う
や
っ
て
調
べ
た
ら
い
い
の
？
そ
ん
な
疑
問
に

お
答
え
し
ま
す
。

日
時　

７
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮　

午
前
９
時
30

 
分
～
正
午
（
原
則
２
日
間
出
席
）

場
所　

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生（
１
～
４
年
生
は
、

　

保
護
者
同
伴
）

定
員　

先
着
15
組
（
30
人
）

申
込
み　

７
月
２
日
㈪
か
ら
18
日
㈬
ま
で
に
中

　

央
図
書
館
に
電
話
、
又
は
窓
口
で
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か

・
事
前
に
調
べ
た
い
テ
ー
マ
を
考
え
て
申
込
み

時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
図
書
館
の
資
料
を
コ
ピ
ー
す
る
場
合
は
有
料

　
（
白
黒
１
枚
10
円
、カ
ラ
ー
１
枚
50
円
）で
す
。

貸出ベスト10（平成30年５月期）
順位 タイトル 著者
1 おらおらでひとりいぐも 若竹　千佐子
2 コーヒーが冷めないうちに 川口　俊和
3 かがみの狐城 辻村　深月
4 クローゼット 千早　茜
５ コンビニ人間 村田　沙耶香
６ 三千円の使いかた 原田　ひ香
７ 死の島 小池　真理子
８ 不倫のオーラ 林　真理子
９ ペインレス　上 天童　荒太
10 ラプラスの魔女 東野　圭吾

写真のコラージュ作品
チヒロボ（出品作家）

は
ま
だ
の
風
景
画
展
は
、
８
日
㈰
ま
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

Ⓟ

市民研究員第１回全体会

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.259

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

vol.177
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図書館情報
開館時間 ７月の休館日

中央 ☎�0480  9:00～19:00 ９日㈪･23日㈪
金城 ☎�1823

 9:00～17:00 ２日㈪・９日㈪
17日㈫・23日㈪
30日㈪・31日㈫

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

現
代
美
術
の
か
く
れ
ん
ぼ
展　

７
月
の
イ
ベ
ン
ト



✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間

（括弧は20人以上の団体）
一　般　700円（600円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,684 19,069 21,163 40,232
金 城 1,889 2,069 2,188 4,257

旭 1,344 1,369 1,388 2,757
弥 栄 677 621 684 1,305
三 隅 2,852 2,899 3,142 6,041
合 計 26,446 26,027 28,565 54,592

（単位：人）
人　口（５月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

　

石
正
美
術
館
で
は
、
二
つ
の
展
覧

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

石
本
正
記
念
展
示
室
の
「
２
０
１

８
年
度・石
本
正
作
品
選
２
」で
は
、

「
絵
を
か
く
こ
と
は
生
き
る
よ
ろ
こ

び
」
と
語
り
、
生
涯
を
か
け
て
美
を

追
求
し
た
画
家
・
石
本
正
（
浜
田
市

三
隅
町
出
身
）
の
95
年
の
生
涯
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
約
２
千
点
の
収
蔵

数
を
誇
る
石
本
作
品
か
ら
選
び
抜
か

れ
た
名
作
を
年
４
回
に
分
け
て
展
示

し
、
い
つ
で
も
石
本
正
の
美
の
世
界

を
堪
能
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
企
画
展
示
室
で
は
「
第
８

回
石
州
和
紙
に
描
い
た
日
本
画
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
晩
年
の
石
本

正
は
ふ
る
さ
と
浜
田
市
の
伝
統
工
芸

品
で
あ
る
石
州
和
紙
を
「
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
刺
激
す
る
紙
」
と
し

て
大
変
気
に
入
り
、
こ
の
紙
に
絵
を

描
き
続
け
て
い
ま
し
た
。
本
展
は
、

こ
の
石
州
和
紙
の
日
本
画
の
素
材
と

し
て
の
可
能
性
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
、
石
本
正
と
縁
の
深
い

画
家
や
地
元
ゆ
か
り
の
作
家
に
石
州

和
紙
へ
の
制
作
を
依
頼
し
て
、
描
か

れ
た
新
作
を
展
示
す
る
も
の
で
す
。

石
州
和
紙
を
使
っ
た
作
家
の
新
た
な

試
み
を
楽
し
み
な
が
ら
、
和
紙
の
魅

力
的
な
一
面
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ぜ
ひ
二
つ
の
展
覧
会
を
、
併
せ
て

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

２
０
１
８
年
度
・
石
本
正
作
品
選
２

期
間　

７
月
３
日
㈫
～
10
月
８
日
㈷

【
企
画
展
示
室
】

第
８
回
石
州
和
紙
に
描
い
た
日
本
画
展

期
間　

７
月
３
日
㈫
～
８
月
19
日
㈰

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

　

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

　

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

　

無
料
で
す
。

平
成
29
年
度
石
正
美
術
館
絵
画
教
室

作
品
展
（
後
期
）

期
間　

７
月
３
日
㈫
～
16
日
㈷

７
月
の
展
示
替
休
館
日

７
月
１
日
㈰

　マグカップに転写シートを貼って、オ
リジナルのマグカップを作ります。（電
気窯で焼き上げて完成させるため、お渡
しまでに２日程度いただきます。）
日時　７月７日㈯　午後１時～３時
場所　創作室
定員　10人
講師　大賀良恵さん（師範１ｓｔアーティ

シャン）
料金　1500円（材料費含む）
※　細かい作業をしますので、必要な人

は眼鏡などを持参し
てください。

   夏といえば「すいか」！　見て、ふれ
て、におって、食べて、聞いて。五感で
感じたイメージをそのまま絵の具で画用
紙に表現してみませんか？実際にすいか
割りも行います。完成した絵は、好きな
ところで切り取ってハガキに仕立て、暑
中見舞いとして出すこともできますよ。
皆さん奮ってご参加ください。
日時　７月28日㈯
　午後１時～３時
場所　創作室
定員　先着20人（要予約）
講師　島根臨床美術の会
料金　2000円         

◎ロマンドールのセラピアン転写 
　～世界に一つのマグカップ～

◎おとなと子どものアートサロン
「心いきいき！～すいかを描く～」

江
戸
時
代
に
北
前
船
の
寄
港

地
と
し
て
栄
え
た
外
ノ
浦
の
日

本
遺
産
へ
の
追
加
認
定
が
、
５

月
24
日
㈭
に
決
定
し
ま
し
た
。

風
待
ち
港
に
適
し
た
入
り
江

や
町
並
み
に
は
、
当
時
の
面
影

を
残
す
風
景
や
文
化
財
が
多
数

あ
り
ま
す
。
今
後
、
ほ
か
の
自

治
体
と
も
連
携
し
て
活
用
を
図

り
ま
す
。

◀
中
原
麻
貴「
夜
空
の
下
で
」２
０
１
７
年

（
第
７
回
石
州
和
紙
に
描
い
た
日
本
画

展
出
品
作
品
）

今月の表紙

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁
　

〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎

0855‒22‒2612（
代
表
）

　
　
http://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
係
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

７ 平
成
30年

N
o.207

広
報


